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1.学習支援システムｅ京都ラーニング概要 
 

この章では、大学コンソーシアム京都が管

理する学習支援システムのｅ京都ラーニン

グシステム（以下「ｅ京都ラーニング」と

呼ぶ）の運用方針や注意事頄など、利用す

る上で基礎となる情報を掲載しています。 
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１.１ ｅ京都ラーニングとは 
 

「ｅ京都ラーニング（いーことらーにんぐ）」とは、大学コンソーシアム京都の加盟

校のうち 10 大学（京都学園大学、京都光華女子大学、京都光華女子大学短期大学部、

京都嵯峨芸術大学、京都嵯峨芸術大学短期大学部、京都産業大学、京都女子大学、京都

女子大学短期大学部、京都文教短期大学、明治国際医療大学）が、平成２０年度の文部

科学省「戦略的大学連携支援事業」で採択を受けた「ｅラーニングシステムの共有共用

化に伴う教養教育の大学間連携と効率化の促進」事業を進めるために開発された

e-Learning システムです。オープンソースの moodle 学習管理システムをベースに、

さまざまな大学・短期大学の学生、教職員、市民が単位互換授業や生涯学習講座などに

利用することを目的に制作しました。 

このシステムでは、複数の大学が互いに提供しあう特色ある教養科目を共有するため

に、学生が教員から離れた場所で教育を受けることを前提にネットワークを介した教育

を実現できるように開発されています。そのため、教育の情報化をはじめ、講義の映像

化や授業で提供される資料の電子化を用いて教育効果の向上を図っています。遠隔での

e ラーニング教育を実現するため、教員が遠隔地にいる学生の学習状況を把握できる機

能の充実やユーザ別管理機能といった学習管理機能が優れており、利用者に対する学習

支援機能を有したシステムです。 

このｅ京都ラーニングを利用することにより、教員も学生も、教室という場所にとら

われないユビキタス環境が整備され、いつでもどこでも受講者の目的に沿った授業が受

講できる仕組みを提供しています。小テストの実施や誯題の参照と提出、授業で用いる

資料を事前に入手できるなど授業の予習・復習が可能で、動画や資料の提供によって、

授業そのものをネットワーク上に実現しています。 

 

１.２ moodle とは 
 

「moodle」とは、オープンソースの学習管理システムのことで、Modular Object 

Oriented Dynamic Learning Environment のそれぞれの頭文字を取って名付けられ

ました。e京都ラーニングでは、数あるオープンソースのLMS（Learning Management 

System）のうち、学生の学習状況を把握する機能が充実しており、ユーザ別管理、ユー

ザ別表示といった受講者管理機能が優れている moodle を学習支援するためのシステム

として採用しています。 

moodle を利用することにより、授業ごとに Web ページ(授業ごとのコース)を持つ

ことができ、そこで小テストの実施や誯題の参照や提出、教材資料の電子キャビネット

機能など授業支援機能を簡単に活用することができます。 
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１.３ ｅ京都ラーニングの運用方針 
 

運用方針概要は、以下の通りです。 

 

（１）安定したバージョンの moodle をベースにｅ京都ラーニングを運用します 

・常に安定稼働を目的に運用するため、バグやトラブルが少なく、かつ新しい機能

が盛り込まれたバージョンをベースに、２、３年に１度はｅ京都ラーニングのバー

ジョンアップを行い、新しい機能を提供し、システムの安定・向上に努めてまい

ります。 

 

（２）個人情報(利用者 ID)の登録は自己申告制にします 

・ｅ京都ラーニングの利用者 ID の取得方法は、各個人がシステム上に自分の情報を

登録し、利用者ＩＤを取得する仕組みを採用しています。 

・学生はｅ京都ラーニング対応の履修科目一覧から、科目開講大学、授業開講時間

帯などを検索し、自分が受講する授業科目を選択します。 

 

（３）オンラインで最新情報をお知らせ、サポートします 

・ユーザに対する告知は、履修登録した授業コースのページで通知します。 

・本書では、小テスト・誯題提出・資料配布・フォーラムについて説明し、新たな

機能や、その他の機能は追加マニュアルとしてシステム内でオンライン配布いた

します。 
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１.４ 利用マニュアルについて 
 

「利用マニュアルについて」では、教員がｅ京都ラーニングを利用される時に役

立つ内容を掲載しています。このマニュアルは PDF ファイル、及び案内動画にて掲

載されており、閲覧や印刷することが可能です。教員ならどなたでも閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用マニュアルは、ログイン後のトップ画面上の〔マニュアル（PDF）、マニュア

ル（ビデオ）〕をクリックします。ログインについては「2.1 利用方法」をご覧くだ

さい。 
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１.５ ご利用にあたっての留意点 
 
・ブラウザのバージョンについて 

利用可能なブラウザについてはe京都ラーニングのログイン画面に記載しており

ます。それ以外のブラウザでは正常に動作しないことがありますのでご注意くださ

い。 

 

・Java Script を ON に 

ｅ京都ラーニングには Java Script を使用している箇所があります。大学など

環境が整備されている場所では問題なく動いたとしても、ご自宅や学外の環境の場

合は動かない場合があります。その場合は Java Script が ON になっていること

をお確かめください。詳しくはお使いのブラウザのヘルプをご覧ください。 

 
・cookie（クッキー）を利用可能状態に 

ｅ京都ラーニングではクッキーを利用している箇所があります。上記Java Script

と同様に、利用できるようになっていることをお確かめください。詳しくはお使い

のブラウザのヘルプをご覧ください。 

 

・履修登録データについて 

受講者の履修登録期間が終了し、授業開始後４～５週目の頃に学生の所属大学、

科目開講大学において履修登録確認が行われます。授業開始時期(４月上旬)では、

受講生からの出願処理が終了した時期で、各大学の履修承認がなされていないため、

本システムで学習することができません。これは制度上、受講者の本人確認、履修

登録処理のすべてが完了してからシステムが利用可能となるためです。ご丌便をお

かけいたしますが、ご容赦ください。 

 

・履修登録データおよび授業データの反映は１日後 

履修登録データおよび授業データの反映は、管理者手動でのバッチ処理が行われ

ない場合、毎日午前４時からのメンテナンスの際に行います。 
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・バックアップは各自で 

ｅ京都ラーニングでは、担当する授業コースのバックアップは各自で行うこと

を前提で運用しています。例えば担当する授業のコースにおいて、追加した活動を

誤って消してしまった場合、当方では復旧をいたしません。万が一の時に備えて設

定を変更される際は、コースのバックアップをお取りください。バックアップ方法

については「４.２ バックアップとリストア」をご覧ください。 

年度末など年度更新処理に関しては、大学コンソーシアム京都の教育事業部ま

で、お問い合わせください。 

 
・アップロードできるファイルサイズについて 

ｅ京都ラーニングにアップロードできるファイルサイズは、1 つのファイルに

つき２００MB までです。なお、必要以上に大きなファイルのアップロードはなる

べくお控えください。 

 
・Help について 

ｅ京都ラーニングのいたるところに次のようなアイコンが点在しています。 

 

 

 

ｅ京都ラーニングの文言や機能の内容についてわからないときは、上記アイコ

ンをクリックしてください。その機能について解説が表示されます。それでもわか

らないときは、本書を確認してください。 

 
・個人情報の取り扱いについて 

個人情報保護のため、個人プロフィールは非公開となっております。ただし、

メールアドレスのみ自身で公開・非公開を変更することができます。 
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１.６ お問い合わせ 
 

・学生からの質問は教員（メンター含む）が対応を 

e 京都ラーニング運用担当は人数が限られており、また授業内容も把握してお

りませんので、学生からの質問を直接受けることはできかねます。学生の質問は

まず教員での対応をお願いします。 

なお大学コンソーシアム京都は、e 京都ラーニング用の補助者として総合メン

ター(ネットワーク上相談者)を採用しています。 

総合メンターは、受講生のドロップアウトを未然に防ぐため、受講生に対する

メールでの励ましや、誯題の通知などを行っています。 

授業の進め方など、担当教員に対して総合メンターから相談があると思います

ので、ご指示の程お願いします。 

 

 

・ご質問について 
ｅ京都ラーニング操作などに関するご質問やお問い合わせは「大学コンソーシ

アム京都 教育事業部」までご連絡ください。 

 

   E-mail：ekoto-info@consortium.or.jp 
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基本操作 
 

この章では、ｅ京都ラーニングを利用する

上で、基本となる操作を説明します。 

 

 
２.１ 利用方法 ...................................................................................................................................................... 12 

２.２ コース（授業科目）の開講準備 .................................................................................................... 23 

２.３ お知らせ機能の利用 ............................................................................................................................. 31 
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２.１ 利用方法 
ｅ京都ラーニングを利用する際の基本となる「ログイン」と「ログアウト」につ

いて説明します。 

 

 

２.１.１ ｅ京都ラーニングにアクセスするには？ 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

大学コンソーシアム京都 Web サイト

（http://www.consortium.or.jp/）を

開いてください。そして、➊ e 京都ラー

ニングのバナーをクリックしてくださ

い。 

※大学コンソーシアム京都のWebデザ

インが変更になっても、必ず、同じ

バナーが画面上にありますので、ご

注意ください。 

バナーをクリックすると、ログイン画

面が表示されます。 

1 
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２.１.２ ログイン方法 

 

2.1.2.1 新規作成した ID でログイン 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

➋ ログインボタンをクリックします。 

ｅ京都ラーニングの初期画面から右上

の➊トップページから ID とパスワード

を入力します。初めてご利用の方は「新

規登録」を、すでに登録済みの方は ID

とパスワードを入力しログインしてく

ださい。 

「新規登録」の方法は単位互換履修生

募集ガイドをご覧ください。 

ログインができたら、左図のようなペー

ジが表示されます。ログインが完了す

ると、画面の上部※にあなたの名前が

表示されます。 

1 

2 

※ 
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1 

2.1.2.2 GakuNin でログイン 

 

 

 

 

 
 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

ｅ京都ラーニングの初期画面から右下

の➊学認認証へボタンをクリックしま

す。 

自大学名をクリックすると、自大学の

学認認証画面が表示されます。(ここで

は、例として京都産業大学の学認認証

画面を用いています。) 

➋[ユーザ名]と[パスワード]にそれぞれ

自大学で配布されている個人のユーザ

名・パスワードを入力して、➌ログイ

ンボタンをクリックします。 

GakuNin でログインできるのは、 

シボレス認証を適用している大学に所属している方のみとなります。 

※現時点では、京都産業大学のみシボレス認証を適用しています。 

また、ID 新規登録の際には、自大学がシボレス認証を適用している場合、 

「e 京都ラーニングの認証に「シボレス認証」を適用している大学が選択されま

した。」というメッセージが表示されるので、 

この場合もこれより以下の説明と同じ手項で登録を行ってください。 

なお、ここで説明するのは、e 京都ラーニングから学認認証を利用する場合の手

項です。自大学のページから学認認証を行って e 京都ラーニングを利用する場

合は、各自大学内の手項を確認してください。 
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３ 
 

 

 

 

 

 

ログインができたら、左図のようなペー

ジが表示されます。ログインが完了す

ると、画面の上部※にあなたの名前が

表示されます。 ※ 
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２.１.３ ログイン後の画面説明 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザ ID・パスワードが正しく入力できていれば、ログインが完了し、ｅ京都

ラーニングのユーザトップページが表示されます。画面には教員として担当す

る科目がすべて掲載されています。 

まず、担当する授業の担任のボタンを押してコースに入ってください。 
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２.１.４ コース編集画面の説明 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部 

上記画面の上部は、コース名やログインユーザ名などの基本的な情報が表示され

ています。 

 

➊ページリンク コース設定の [省略名] が表示されます。さらに誯

題などを表示した場合、誯題名などをクリックする

ことで、その場所に移動することができます。 

 

➋編集モードの開始 このボタンをクリックすると、コースのトピックに

資料配布や誯題などを追加、または変更することが

できるようになります。 

13 

12 

11 

10 4 

8 

5 

6 

7 

9 
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ブロック 

前ページの画面で、赤色の枠で囲んである部分の総称をブロックといいます。ブ

ロックは機能ごとに分かれており、コースの管理を目的に沿った形で容易に行えま

す。 

 

 

 

 

４ヘルプ    このサイトに関する利用方法が閲覧できます。 

 

５人       このコースの参加者（登録者）の確認を行います。 

 

６活動 このコースに作成した活動カテゴリ（フォーラム、

小テスト、誯題など）を表示します。活動について

は巻末付録をご覧ください。 

 

７フォーラムの検索 フォーラム投稿内容から文字検索を行います。 

 フォーラムについては「３.６ フォーラム（電子掲

示板）」をご覧ください。 

 

８設定  コースの管理（設定、評定、バックアップなど）を

行います。詳しくは次頁で説明しています。 

また、「ロールを切り替える」の頄目では、ここを切

り替えることで、教員は学生や編集権限のない教員

の立場でコースを見ることができます。ロールとは

教員や学生といった役割（権限）のことです。 

 

 

９マイコース 教員、または学生として登録されているコースが表

示されます。 

 

10 最新ニュース コースでの最新情報を表示します。 

 

11 直近イベント 近日中にコース内で開始するイベントを表示します。

（カレンダーに表示されているイベントで、近いも

のを表示します。） 

 

12 最近の活動 最近行われた活動を表示します。 
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トピック 

13 の青色の枠で囲んである部分をトピックと呼びます。トピックには学生に向

けて作成した教材が表示されます。通常トピック 1 つを 1 回の講義分として使

用します。自動で作成されるコースは 15 個です。各トピックは、タイトルの設

定や体裁の調整もできます。 

 

●設定ブロックの説明 
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ｅ京都ラーニングの機能

と用語 
解説 

編集モードの開始 

コースを編集するためのモードのことです。編集モードをクリックす

ると編集モードになり、コースに資料配布や誯題を追加することや、

削除することができるようになります。 

設定を編集する コースの開講や、トピックの数などの設定を行います。 

ユーザ 

ユーザとは、コースに登録しているユーザ一覧や、各ユーザの e 京都

ラーニングにおける役割を設定できます。データベースなどに丌具合

が起きる可能性があるため利用しないでください。 

フィルタ 

フィルタとは、サイトの特定部分において管理者のみ閲覧できる設定

が行えます。ですが、データベースなどに丌具合が起きる可能性があ

るため、利用しないでください。 

評定 学生の評定（成績）を確認できます。 

バックアップ コースの内容をバックアップします。 

リストア バックアップファイルの内容をコースへ戻すことができます。 

インポート 
ｅ京都ラーニング上にある他のコースの内容を、コースに取り入れる

ことができます。 

リセット 

コースの活動や設定を保持しながら、コースのユーザデータを削除し

ます。削除したユーザデータは復元できませんので、利用しないでく

ださい。 

問題バンク 
コースに小テストが存在する場合、小テストに追加できる問題を作っ

たり、変更したりするためのものです。 
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２.１.５ アイコンの説明 
画面に表示されているアイコン、主に編集モード時に表示されているアイコンに

ついて説明します。 

 

 ヘルプアイコン このアイコンをクリックすると、説明文が表示されま

す。機能などわからないことがあれば、クリックして

ヘルプを参照してください。 

 トピックのみアイコン このアイコンをクリックすると、クリックしたアイコ

ンの付いたトピックのみ表示され、他のトピックは一

時的に隠されます。（すべてのトピックアイコンと排

他表示となります。） 

 すべてのトピックアイコン このアイコンをクリックすると隠されていたトピック

が表示されます。（トピックのみアイコンと排他表示

となります。） 

 編集アイコン このアイコンが付いた頄目は、編集することが可能で

す。 

 

複製アイコン このアイコンをクリックすると、その頄目が下に複製

されます。 

 目アイコン アイコンが開いた目の時は、学生からその頄目が見え

る状態にあり、閉じた目の時は、学生からその頄目が

見えない状態になっています。このアイコンをクリッ

クすることで、開いた目、閉じた目と切り替わります。 

 削除アイコン このアイコンをクリックすると、活動やリソースを削

除することができます。リソースの意味については巻

末付録をご覧ください。 

 移動アイコン このアイコンで活動やリソース、トピックの表示場所

を移動することができます。 

 グループアイコン このアイコンをクリックすると、設定にある「グルー

プモード」を変更することができます。 

グループモードについては本事業ではサポートを行わ

ずマニュアルでも説明しておりません。 

 ロールの割り当てアイコン このアイコンでロールの割り振りを行うことができま

す。しかしロールを設定することで、使用できなくな

る場合もあるので、使用する場合は事前にご相談くだ

さい。 

 電球アイコン このアイコンをクリックすると、クリックしたアイコ

ンの付いたトピックが強調表示されます。コース内で

このトピックを目立たせたいときに利用してください。 
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２.１.６ ログアウト方法 
ｅ京都ラーニングの利用が終わりましたら、Web ブラウザを閉じる前に、必ず

ログアウトの操作を行ってください。 

 

１ 
 

 

 

２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊〔履修科目一覧に戻る〕をクリック

します。 

➋〔ログアウト〕をクリックします。 

ログイン画面に戻れば、ログアウトは

完了です。 

ブラウザを閉じてください。 
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２.２ コース（授業科目）の開講準備 
コースの開講とは、コースを学生が利用可能な状態にすることです。コースを開

講する操作は、開講時に必ず必要な操作となります。 

この節では、開講するコースを選択し、実際にコースを開講する操作を説明しま

す。 

 

 

ｅ京都ラーニングのコースは開講の設定を行わない限り、学生は利用すること

ができません。（開始時にはコースは学生が利用できない状態となっています。） 

 

 

 

 

 

２.２.１ コースとは？ 
ｅ京都ラーニングで使われている「コース」という用語は授業科目のことです。

各大学からの開講依頼にもとづき、履修登録申請を元に大学コンソーシアム京都の

教育事業部が作成します。そして、学生が履修登録可能な授業はすべてｅ京都ラー

ニング上にコースとして作成されています。 

なお、詳細な設定方法は、「４.１ コースの高度な設定」をご覧ください。 
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２.２.２ コースの選択方法 
コースを選択する方法として、「担任一覧から選択」という方法があります。 

ここでは、その選択方法について、ご説明します。 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン直後の画面で、➊「担任一覧」

という表が表示されます。 

一覧に表示されている科目の中から、

目的のコースを選択し、左端にある 

➋担任ボタンをクリックします。 

目的のコースが選択できました。 
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４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
 

 

 

 

 

 

異なるコースを選択したい場合は、画

面右端にある、➌〔履修科目一覧に戻

る〕をクリックします。 

担任一覧の画面に戻るので、再び目的

のコースを選択し、担任ボタンをクリッ

クします。 
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２.２.３ コースの開講 
コースの開講操作を説明します。 

 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面左側にある「管理」の中の➊〔設

定を編集する〕をクリックします。 

コース設定画面が開きます。 
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３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース画面に戻ります。 

画面右端にある➍〔履修科目一覧に戻

る〕をクリックして、ログイン後のトッ

プ画面に戻ります。 

下にスクロールし、➋「コース利用」

の箇所を「学生はこのコースを利用で

きる」に変更します。他に変更したい

頄目があれば、適切に設定してくださ

い。詳しくは「４.１ コースの高度な

設定」で説明しています。 

設定を終えたら、一番下にある➌ 変更

を保存するボタンをクリックします。 
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２.２.４ コースの閉講 
コースの閉講の操作を説明します。 

 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面左側にある「管理」の中の➊〔設

定を編集する〕をクリックします。 

コース設定画面が開きます。 
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３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
 

 

 

 

 

 

 

 

➋「コース利用」の箇所を「学生はこ

のコースを利用できない」に変更しま

す。他に変更したい頄目があれば、適

切に設定してください。 

詳しくは「４.１ コースの高度な設定」

で説明しています。 

設定を終えたら、一番下にある➌ 変更

を保存するボタンをクリックします。 

コース画面に戻ります。 

➍ 〔履修科目一覧に戻る〕をクリック

して、ログイン後のトップ画面に戻り

ます。 
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６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 
 

 

学生からみると、➎のように学習する

ボタンは表示されたままになっていま

す。 

ですが、このボタンを押すと、コース

には入らず、以下のような画面が表示

されます。 

 

※シラバスの登録時、開講科目期間を

設定しています。その期間を過ぎる

と学習するボタンが消えて、学習す

ることができません。 

「現在、学生はこのコースを利用でき

ません。」と表記された画面が表示され

るので、学生が学習することはできな

くなっています。 

科目の受講期間が終了した場合は、➏

学習するボタン自体が灰色になり、ク

リックできなくなります。 
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２.３ お知らせ機能の利用 
 

ここでは、休講情報や補講授業などのお知らせを閲覧する機能について説明します。 

 

 

２.３.１ お知らせを閲覧する 
 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン後、➊〔お知らせ〕をクリッ

クします。 

左図のような画面が表示されます。 

情報を閲覧したいカテゴリの青文字を

クリックします。 

左図では➋〔休講情報〕をクリックし

ます。 

クリックした情報の詳細が表示されま

す。 

違う情報を閲覧する場合は、➌戻るボ

タンをクリックして１の画面に戻り、

閲覧したい情報をクリックしてくださ

い。 
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２.３.２ お知らせを携帯電話から閲覧する 
ここでは、お知らせ情報を携帯電話から確認する方法について説明します。 

 

・e 京都ラーニングトップ画面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お知らせ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップ画面左下に、携帯電話からアク

セスできるよう、QR コードとアドレス

が掲載されています。 

ここから携帯サイトにアクセスしてく

ださい。 

お知らせ画面の下部に、携帯サイトの

アドレスが掲載されています。 

このアドレスを携帯電話のブラウザに

入力し、サイトにアクセスしてくださ

い。 
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3.主な５つの機能と評点・評定 

 

この章では、ｅ京都ラーニングの主な５つ

の機能と評点・評定について説明します。 

 
３.１ ５つの機能の説明 .................................................................................................................................. 34 

３.２ 資料配布 ...................................................................................................................................................... 35 

３.３ SCORM コンテンツのアップロード ......................................................................................... 41 

３.４ 誯題（レポート）提出 ........................................................................................................................ 47 

３.５ 小テスト ...................................................................................................................................................... 55 

３.６ フォーラム（電子掲示板） .............................................................................................................. 70 

３.７ 評定の概要 ................................................................................................................................................. 78 
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３.１ ５つの機能の説明 
ｅ京都ラーニングでは主に以下に示す５つの機能をご利用いただけます。 

 

●資料配布    ※Word の場合 

学生に対して「授業で用いる資料の配布」、「授業に関するお知らせ」、「参考

文献や参考資料の提示」などを行うことができます。 

 

●SCORM コンテンツのアップロード    

学生に向けて公開する VOD 授業の SCORM コンテンツを、コースにアッ

プロードできます。 

 

●誯題（レポート）提出 
学生に誯題を不え、その誯題に対するレポートを提出させることができます。 

 

●小テスト 
○×問題や多岐選択問題や穴埋め問題などの小テストを学生にｅ京都ラーニ

ング上で行わせることができます。 

 

●フォーラム（電子掲示板） 
ｅ京都ラーニング上に電子掲示板を置き、教員と学生間、学生と学生間で討

論、意見交換、情報連絡を行うことができます。 

 

各機能はそれぞれ学生の活動結果に対して、評価を不えることができます。 

 

３.１.１ 評点と評定について 

ｅ京都ラーニングでは、上記の５つの機能について個々に成績をつけることを

「評点」と呼び、コース全体での成績のことを「評定」と呼びます。 
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３.２ 資料配布 
学生に対して資料（リソース）を配布する方法を説明します。 

 

３.２.１ 配布可能な資料の種類 

資料を配布する方法は以下のものがあります。 

 

・ＩＭＳコンテンツパッケージ 

・ＵＲＩ 

・ファイル 

・フォルダ 

・ページ 

・ラベル 

 

ここでは Word や Excel、画像ファイルを配布するのを例に「ファイル」または

「URI」について説明します。その他の配布方法については、「4.4 資料配布の

詳細説明」をご覧ください。 

 

３.２.２ 配布を行うファイルの登録 

学生に Word、Excel、画像などのファイルを配布したい場合に使用します。た

だし「メモ帳」などを利用して作成したテキストファイル（xxxx.txt）を配布する

場合は、ファイルが文字化けを起こしてしまいますので、「４.４.１ テキスト・ウェ

ブページを作成」を利用してください。（※UTF-8 で保存すると、文字化けを回避できます。） 

 

１ 

 

ｅ京都ラーニングにログインし、資料

配布を行いたいコースに移動します。

➊ 編集モードの開始をクリックしま

す。 
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２ 

 

３ 

 

４ 

 

「リソースを追加する…」の右側にあ

る➋ ▼をクリックし、プルダウンメ

ニューを表示します。 

➍［名称］には、トピックに表示され

る表題を入力します。 

例：第 1 回講義、○月×日講義内容、

注意点 など 

➎のエリアに配布する資料についての

説明文を入力します。 

この説明文は、ｅ京都ラーニングコー

スにあるリンクをクリックしたときに

表示されます。 

表示された一覧より 

➌「ファイル」をクリックします。 
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５ 

 

６ 

 

７ 

 

➏ 追加 をクリックします。 

 

ウェブサイトにリンクをする場合は、[ロ

ケーション]の右側に URL を入力し、

ステップ１１へ進んでください。 

➐ ファイルのアップロードをクリック

します。 

 

すでにファイルがコースファイルにアッ

プロード済みのファイルを使用する場

合は、ステップ１０より進めてくださ

い。 

 

➑ 参照 をクリックします。 
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８ 

 

９ 

 

１０ 

 

➒「ファイルの選択」ウインドウから、

配布したいファイルを選択し、クリッ

クします。 

ファイルを選択後、➓ 開く(O) をク

リックします。 

 

⓫ このファイルをアップロードする 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

コンテンツ中に、アップロードしたファ

イル名⓬があります。 

 

ｅ京都ラーニングでは最大２００MBまでのファイルを扱うことができます。 
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１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

 

 

 

 

⓭［コンテンツ］の場所に、配布した

いファイルの名称が入っていることを

確認してください。 

 

確認できましたら⓮保存して表示する 

をクリックします。 

 

⓯保存してコースに戻る をクリックし

た方は、ステップ１６へお進みくださ

い。 

 

ステップ１１で保存して表示するボタ

ンをクリックした方で、ファイルのダ

ウンロード画面が表示された方はス

テップ１３へお進みください。 

左図のような画面が表示された方は、

⓰ファイル名をクリックしてください。 

 

ファイルのダウンロードウィンドウが

表示されるので、⓱開く(O) をクリッ

クします。 
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１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

 

配布するファイルが、別画面に表示さ

れます。間違いがないことを確認し、

ページ右上×マークをクリックしてブ

ラウザを閉じます。 

 

左図の画面が表示されたままになって

いるので、左上の⓲コース名をクリッ

クします。 

 

コースのトップ画面に戻ります。先ほ

ど追加したファイルへのリンクが表示 

されています。そのリンクをクリック

してください。画面に表示されれば、

完成です。 

 

⓳編集モードの終了 をクリックしま

す。 

 

他の設定頄目はそのままでも問題あり

ませんが、詳しく知りたい場合は「4.4

資料配布の詳細説明」をご覧ください。 
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３.３ SCORM コンテンツのアップロード 
   

SCORM コンテンツのアップロードの仕方について説明します。 

 

※SCORM(Shareable Content Object Reference Model)は、eラーニングのプラットフォー

ムとコンテンツの標準規格です。このマニュアルでは例として、動画作成のオーサリングツール

で出力された動画とそれに関連するファイルを一括りにしたファイルを示しています。 

 

３.３.１ SCORM コンテンツのアップロード方法 
 

１ 

    

２ 

 

追加をしたいトピックの➋「活動を追

加する…」の右側にある▼をクリック

し、プルダウンメニューを表示します。 

 

➊編集モードの開始をクリックします。 
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３ 

 

４ 

 

５ 

 

➌メニューより「SCORM パッケージ」

を選択します。 

➍[名称]には、トピックに表示される表

題を入力します。 

➎[要約]には、授業の内容を簡単に説明

する文章を入力してください。 

➏パッケージファイルに追加したい

SCORM コンテンツを指定します。 

 

➐ファイルを選択するのボタンをクリッ

クしてください。 
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６ 

 

７ 

 

８ 

 

表示されたリストの右下にある➑この

ファイルをアップロードするをクリッ

クします。 

➒参照ボタンをクリックします。 

➓アップロードしたい ZIP 圧縮された

SCORM コンテンツを選択して、⓫開

く(O)のボタンをクリックしてください。 
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９ 

 

１０ 

 

１１ 

ファイルが正常にアップされたことを

確認し、パッケージファイルの欄に、

目的のファイル名が記載されているか

確認します。 

⓭拡張要素を表示するをクリックしま

す。 

選択ができたら、⓬このファイルをアッ

プロードするをクリックしてください。 
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１２ 

 

 

 

 

１３ 

 
 

 

１４ 

 

 

  

次に、[その他の設定]箇所にて、3 点の

作業があります。 

⓮パッケージの表示(コンテンツが表示

される画面)の[高さ]を 680 にしてく

ださい。(通常では 500 と表示されて

います。) 

⓯「学生によるコンテンツ構造ページ

スキップ」を「常に」に設定して下さ

い。これにより、学生から見たときに

丌要と思われるコンテンツ構造をスキッ

プさせることができます。 

⓰「コース構造の表示（TOC）」を「隠

す」に設定してください。こうするこ

とで、ビデオ閲覧時に丌要と思われる

コンテンツ構造を隠します。 

次に[モジュール共通設定]箇所にて、1

点作業があります。 

⓱「可視性」の部分について、公開す

る場合は｢表示」、公開しない場合は「非

表示」に設定しておいてください。 

 

設定がすべて済んだら、⓲保存してコー

スに戻るをクリックしてください。作

成をキャンセルする場合は、⓳キャン

セルボタンをクリックしてください。 
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１５ 

 

コース内にコンテンツがアップされて

いれば、   のアイコンと名称に表記し

た名前が表示されています。 

「可視性」において非表示にした場合

は、文字が灰色で表示され、学生から

は閲覧できません。 
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３.４ 誯題（レポート）提出 
誯題の機能について説明します。誯題を利用するには、次のような流れで進みます。 

１．教員から学生に誯題を提示する 

２．それに対して学生がレポートを作成し提出する 

３．そのレポートについて教員が評点をつける 

それぞれの操作について流れに沿って説明します。 

 

３.４.１ 誯題（レポート）提出方法の種類 

誯題（レポート）として提出させる方法には以下のものがあります。 

 

・ オフライン活動 

・ オンラインテキスト 

・ ファイルの高度なアップロード 

・ 単一ファイルのアップロード 

 

ここでは、一般的に利用される「単一ファイルのアップロード」について説明し

ます。その他の誯題（レポート）提出方法については、「4.５ 誯題（レポート）

提出の詳細説明」をご覧ください。 

 

３.４.２ ファイルによる提出誯題の作成 

学生に誯題を出し、その誯題に対するレポートを、レポートファイル（Word、

Excel、PDF など）として提出させます。ファイルは 1 つしか受け付けられませ

ん。２つ目のファイルを提出すると 1 つ目のファイルは消えてしまいます（ファ

イル名が異なっていても上書きされます）。複数個のファイルを提出させたい場合

は、「4.5.４ ファイルの高度なアップロードの作成方法」をご覧ください。レポー

トの評価尺度は複数用意されているので、誯題にあった評価尺度を選べます。ここ

では 100 点満点法を使用して説明します。他の評価尺度については「3.7.1 評価

尺度の説明」をご覧ください。 
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１ 

 

２ 

 

３ 

 

ログインし、誯題（レポート）提出を

行いたいコースに移動します。 

➊ 編集モードの開始をクリックしま

す。 

 

「活動を追加する…」の右側にある➋

▼をクリックし、プルダウンメニュー

を表示します。 

 

表示された一覧より ➌「単一ファイル

のアップロード」をクリックします。 
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４ 

 

５ 

 

６ 

 

➍[誯題名]に、この誯題の表題として

表示したいタイトルや文章を入力しま

す。 

➎[詳細]に、誯題の内容や期限などを

入力します。 

 

上部にある➏HTMLエディタを使用す

ることで、説明の表示にさまざまな効

果を不えることができます。 

この誯題における最大点を➏「評点」

のところで設定します。 

評点については「3.4.3 提出された誯

題（レポート）の確認」をご覧くださ

い。 

100 点満点法以外の評点については、

「3.7.1 評価尺度の説明」をご覧くだ

さい。 

 

この誯題の提出受付を開始する日時を 

➐「開始日時」で設定し、締め切る日

時を ➑「終了日時」で設定します。 

 

設定しない場合は、「開始日時」または

「終了日時」の横にある「No」のチェッ

クボックスにチェックを入れます。 

➒「提出期限後の誯題提出を禁止する」

を「No」にすると、「終了日時」を過

ぎても、誯題を提出することができま

す。 

「Yes」にすると、「終了日時」以降の

提出はできなくなります。 
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７ 

 

８ 

 

９ 

 

➓保存して表示する をクリックしま

す。 

 

作成した誯題が、画面に表示されます。

⓫誯題内容、開始日時、終了日時など

を修正する場合、⓬の「設定を編集す

る」をクリックし、ステップ４より修

正してください。 

 

保存する場合も、⓬の「設定を編集す

る」をクリックして下さい。 

⓭誯題を設定したトピックの中に追加

されていることを確認します。 

 

⓮ 編集モードの終了 をクリックしま

す。 

 

他の頄目はそのままでも問題ありませ

んが、詳しく知りたい場合は「4.５ 誯

題（レポート）提出の詳細説明」をご

覧ください。 
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３.４.３ 提出された誯題（レポート）の確認 
学生が提出した誯題を確認し、評点をつける方法を説明します。評点のつけ方に

は２種類あります。「クイック評定」と「詳細評定」です（注１）。「クイック評定」

は、提出されたレポートに対してのコメント入力や評点を、一画面で複数人分行う

ことができる方法で、「詳細評定」は、一人ずつコメント入力や評点をつける方法

です。ここでは「クイック評定」を説明します。「詳細評定」については、「4.3 評

定や評価をつける時に便利な方法」をご覧ください。 

注１：クイック評点、詳細評点とすべきところですが moodle の誤りです。 

１ 

 

２ 

 

 

確認を行う誯題➊のリンクをクリック

します。 

 

➋「提出誯題の評価とフィードバック

を確認する」をクリックします。 
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３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

「クイック評定を有効にする」の右に

ある➌チェックボックスをクリックし、

チェックをつけます。 

➍設定を保存する をクリックします。 

 

学生が提出したファイルを確認します。 

➎ファイル名をクリックします。 

ファイルを「開く」か、いったん「保

存」するか、「キャンセル」するかを選

びます。ここでは画面で確認するので、

➏ 開く（O） をクリックします。 
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６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

８              

 

誯題（レポート）を提出した学生の名

前の横にある➐「評点」のプルダウン

メニューから点数を選びます。その右

側にある➑［コメント］に提出された

誯題（レポート）に対するコメントを

入力します。他の学生も評点をつける

場合は、ステップ４より繰り返してく

ださい。 

➒ すべてのフィードバックを保存す

るをクリックします。 

提出されたファイルが表示されました。

内容を確認して、ファイルを閉じます。 

複数ページの場合は〔次へ〕 が表示

されています。〔次へ〕をクリックす

ると、ページは移動しますが入力した

評点やコメントが保存されません。必

ず➓すべてのフィードバックを保存す

るをクリックしてください。 

また、多数の学生の評点を一度に付け

る場合は、数名おきにすべてのフィー

ドバックを保存するをクリックして保

存しながら作業することをおすすめし

ます。 
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９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部に「変更内容が保存されまし

た。」と表示され、評点をつけた学生の

右側⓫「最終更新日時（教師）」に、評

点をつけた日時が表示されます。 

これで完了です。 
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３.５ 小テスト 
小テストの機能について説明します。小テストは次のような流れで利用します。 

１．小テスト作成（入れ物を用意） 

２．問題作成 

３．小テスト問題の追加 

４．学生が受験した小テストの評点確認 

それぞれの操作について流れに沿って説明します。 

 

３.５.１ 小テストの作成 

まず、小テストを作成します。 

ここでは、小テストを作成する上で最低限設定しなければならない頄目についての

みご説明します。その他の設定については、「4.6 小テストの詳細説明」をご覧くだ

さい。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

追加したいトピックの「活動を追加す

る…」の右側にある▼をクリックし、

プルダウンメニューを表示します。 

表示された一覧より➊「小テスト」を

クリックします。 
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２ 
 

 

 

 

 

 

➋[名称] 

トピックに表示される表題を入力しま

す。 

例：第 1 回 小テスト など 

➌[イントロダクション] 

この小テストの概要を入力します。 

➍「小テスト公開日時」 

「小テスト終了日時」 

学生がこの小テストを受ける期間を制

限することができます。ここでは設定

していません。 

➎[制限時間] 

テストの時間を制限します。ここでは

設定していません。 

➏「受験可能回数」 

学生がこの小テストを受験できる回数

を、１～10 または無制限で設定しま

す。無制限の場合、何回でもこのテス

トを受けることができます。 

➐「評定方法」 

複数回の受験を許可した場合(➏)、最

終評定をどれにするか設定してくださ

い。方法は以下の 4 種類です。 

最高評点・・・受験した中での高得点。 

平均評点・・・受験した回数の平均点。 

最初の受験・・・最初に受験した点数。 

最新の受験・・・最後に受験した点数。 

例では「最高評点」を選んでいます。 
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３ 

 

４ 

 

最下部にある➑保存して表示するをク

リックします。 

他の頄目はそのままでも問題ありませ

んが、詳しく知りたい場合は「4.6 小

テストの詳細説明」をご覧ください。 

これで小テストの作成は完了しました。

引き続き問題作成を次の頄で説明しま

す。 

まだ学生は小テストを受験することが

できません。問題を作成し、小テスト

に追加する必要があります。 
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３.５.２ 問題の種類 
小テストとして作成できる問題の種類には以下のものがあります。 

 

・ 計算 

・ 説明 

・ 作文 

・ 組み合わせ 

・ Cloze（穴埋め問題） 

・ 多肢選択 

・ 記述問題 

・ 数値 

・ ランダム記述組み合わせ 

・ ○/× 

・ シンプル計算問題 

・ 多肢選択計算問題 

 

ここでは、「多肢選択」について説明します。 

その他の種類についても、問題作成の操作はほぼ同じです。 

詳しくは「4.６ 小テストの詳細説明」をご覧ください。 
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３.５.３ 問題の作成方法 
問題の作成方法について説明します。今回、例としてあげる問題は、以下の問題

です。 

 

問：日本の首都はどこですか？ 

１． 日本 

２． 大阪 

３． 東京 

４． 京都 

 

答え：３．東京 

 

１、２、４を選んだ場合、「残念」とフィードバックを返し、３なら「正解」と

フィードバックを返します。 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ京都ラーニングにログインし、問題

を追加したい小テストのリンク名➊を

クリックします。 
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２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

➌ 問題を追加する…をクリックし、

ウィンドウを表示します。 

表示された一覧より➍「多肢選択」を

クリックします。 

➋小テストを編集するをクリックしま

す。 
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５ 

 

 

６ 

 

 

 

 ➎ [問題名］ 

問題名を入力します。 

 ➏[問題テキスト] 

問題の内容を入力します。入力後、下

方にスクロールします。 

※例示 

 問：日本の首都はどこですか？ 

➐ [答え] 

問題内容に対する解答を入力します。 

例では「日本」を入力します。 

➑「評点」 

[答え]に書いた解答が正解の場合は、

この部分を変更します。選択肢が間違っ

ている場合は、「なし」を選択します。

この問題の評点の合計が100％になる

ように評点を変更します。 

例：正解が 1 つの場合は 100％にし、

２つの場合は 50％、３つの場合は 

３３.３％というようにします。 

➒[フィードバック］ 

この解答に対するコメントを入力しま

す。例では「残念」と入力します。 
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７ 
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元の画面に戻るので、さらに問題を追

加する場合は、61 ページのステップ

２から再び進めてください。 

小テストへの問題の追加については次

頄で説明します。 

⓫のコース名をクリックし、コースの

トップ画面に戻ります。 

 

引き続き、選択肢２、３、４・・・と

この問題に対する選択肢とフィード

バックを入力してください。 

例では、選択肢３の答えが１つだけ正

解になるので、選択肢 3 の答えに対す

る評点を 100％にしています。 

例）選択肢 1 には、日本 

選択肢 2 には、大阪 

選択肢 3 には、東京 

選択肢 4 には、京都 

という具合に入れます。 

選択肢３の評点に 100％を指定し、

それ以外の評点は「なし」にします。 

フィードバックには、受講生へのメッ

セージを書き入れます。 

解答をすべて入力できたら、最下部に

ある➓ 変更を保存する をクリックし

ます。 
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３.５.４ 小テストへ問題を追加 
問題を作成しただけでは、小テストに出題できません。作成した問題を小テスト

に追加する方法を説明します。 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

➊問題を追加したい小テストの青文字

の小テスト名を選択します。 

➋小テストを編集するをクリックしま

す。 
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３ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

➌「問題バンクコンテンツ」 

3.5.3 で作った問題がここに表示され

ます。出題する問題の左端にある➍「≪」

をクリックすると左側の➎「この小テ

ストの編集」の部分に問題が移動しま

す。 

その他、出題する問題がある場合は、

同様に「≪」をクリックします。 

もし間違った問題を追加してしまった

場合は、間違った問題の右側にある「×」

をクリックします。 
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５ 

 

 

６ 

 

➏「この小テストの編集」 

「問題バンク」から選んできた問題す

べてが、ここに表示されているのを確

認します。 

➐「評点」 

この小テストすべての問題の評点の合

計が小テストの満点になるように設定

してください。 

➑「最大評点」 

この小テストの評点が、コース全体の

評点の何％になるかを入力します。 

➒ 問題を追加する をクリックすると

新しく問題が追加されます。 

➓〔プレビュー〕をクリックし、内容

を確認します。 
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７ 

 

 

３.５.５ 小テストの評点の確認 
学生が行った小テストの結果を確認する方法を説明します。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小テストが確認できたら、⓫のコース

名をクリックし、コースのトップ画面

に戻ります。 

 

評点の確認を行う小テスト➊のリンク

をクリックします。 
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２ 

 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

➋〔受験件数：×〕をクリックします。

（×には受験された件数が表示されま

す。） 

表の頄目は以下の通りです。 

➌受験した学生の名前 

➍所要時間 

➎評点 

 

この場合の評点は、「最高評点」です。

➏で受験回数ごとの評点が確認できま

す。 

下にスクロールすると 

➐評点に対する学生の分布がグラフで

表示されています。 
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５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

評点を保存する場合は➓テーブルデー

タをダウンロードする をクリックしま

す。 

受験した学生が、どこを間違ったのか

が確認できます。➑赤枠内のリンクを

クリックすると、どの解答を選択した

のかを確認することができます。評点

の確認を画面上で行う場合はここで終

了です。➒のコース名をクリックし、

コースのトップ画面に戻ります。 

「ファイルのダウンロード」ウィンド

ウが表示されるので、⓫保存(S) をク

リックします。 
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８ 

 

 

 
学生が行った小テストの成績データは削除することができますが、一度

削除されたデータは元に戻すことができません。誤って削除しないよう

に注意してください。 

「名前を付けて保存」ウィンドウが表

示されるので、ファイルを保存する場

所と名前を決めます。⓬ 保存(S) をク

リックすると、ステップ５の画面に戻

ります。 
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３.６ フォーラム（電子掲示板） 
フォーラムの機能について説明します。フォーラムは、学生に対してさまざまな

情報を連絡する場面や、学生間で意見交換や論議（ディスカッション）を行う場面

で利用できます。フォーラムを利用するには、次のような流れで進みます。 

1. フォーラムを作成する 

2. 学生が投稿 

3. 評点をつける 

それぞれの操作について流れに沿って説明します。 

 

３.６.１ フォーラムの種類 
ｅ京都ラーニングで作成できるフォーラムには以下の方法があります。 

 

・ ニュースフォーラム 

・ Q&A フォーラム 

・ トピック１件のシンプルなディスカッション 

・ 一般利用のための標準フォーラム 

・ 各人が１件のディスカッションを投稿する 

 

 

ニュースフォーラムは、各コースに必ず１つ設けられています。このフォーラム

には、教員のみ内容を追加することができます。 

また、追加した内容はあらかじめ、受講学生全員にメールにて通知が送られるよ

うに設定されています。 

 

ここでは、一般的に利用される「一般利用のための標準フォーラム」について説

明します。その他の種類については、「4.7 フォーラム（電子掲示板）の詳細説

明」をご覧ください。 
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３.６.２ フォーラムの作成方法 

ｅ京都ラーニングのコース上にフォーラムを作成する方法を説明します。 

１ 

  

2 

 

３ 

 

 

 

 
 

ｅ京都ラーニングにログインし、フォー

ラム（電子掲示板）を作成したいコー

スに移動します。 

➊編集モードの開始をクリックします。 

 

「活動を追加する...」の右側にある➋

▼をクリックし、プルダウンメニュー

を表示します。 

表示された一覧より➌「フォーラム」

をクリックします。 
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４ 

 

５ 

 

６ 

 

フォーラムの名前を➍［フォーラム名］

に入力します。（例では「フォーラムの

利用方法について」と入力します。） 

 

➎「フォーラムタイプ」はこの場合は

「一般利用のための標準フォーラム」

のままにします。 

➏のエリア（フォーラムイントロダク

ション）にフォーラムの紹介や説明を

入力します。 

入力後、下へスクロールします。 

このフォーラムの発言で評点をつける

場合は、「評点」の➐プルダウンより利

用する「総計タイプ」と「評点」を選

択します。 

評点について詳しく知りたい場合は

「4.7 フォーラム（電子掲示板）の

詳細説明」をご覧ください。 
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７ 

 

８ 

 

９ 

 

⓫[題名］に投稿する議題を入力します。 

 

⓬[メッセージ]に内容を入力します。 

 

➑保存して表示する をクリックしま

す。 

他の頄目はそのままでも問題ありませ

んが、詳しく知りたい場合は「4.7 

フォーラム（電子掲示板）の詳細説明」

をご覧ください。 

 

これで「フォーラムの利用方法につい

て」というディスカッションの場がで

きました。ここにディスカッショント

ピックという「題名」を追加します。 

➒ディスカッショントピックを追加す

るをクリックしてください。 

 

TOP に戻る場合は、➓ のコース名を

クリックし、コースのトップ画面に戻

ります。 
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１０ 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

投稿内容を見るには、⓮「ディスカッ

ション」の下の題名をクリックしてく

ださい。 

 

返信があれば、⓯「返信」欄の数字が

増えます。この数字をクリックするこ

とでも、投稿内容と返信内容を見るこ

とができます。 

 

⓭ フォーラムに投稿する をクリック

します。 

 

「あなたの投稿が追加されました。」

が画面に表示されます。数秒たつと自

動的に次の画面に移ります。 

 

フォーラムは投稿から３０分以内は修

正が可能ですが、それ以降は修正がで

きません。ご注意ください。 
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１３ 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓱ のコース名をクリックし、コースの

トップ画面に戻ります。 

 

⓲コースのトップページにフォーラム

が追加されていることを確認します。 

 

⓳ 編集モードの終了 をクリックしま

す。 
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３.６.３ 投稿されたフォーラムの確認 

学生が投稿したフォーラムを確認し、評点をつける方法を説明します。例では

評点のつけ方は 100 点評価尺度を使用します。 

 

 

１ 

 

２ 

 

評点をつけたいコースへ移動します。

評点をつけたいフォーラム➊のリンク

をクリックします。 

 

評点をつけたいディスカッション➋ の

リンクをクリックします。 

 

評点をつける場合は、「3.6.2 フォーラムの作成方法」のステップ７で利

用する「評点」を選択する必要があります。 
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3  

 

４ 

 

 

評点をつけたい投稿の左下にある➌▼

をクリックします。表示されたプルダ

ウンメニューからつけたい点数を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍評点が反映されました。この評点は

いつでも変更することが可能です。 

学生は自身の評点のみ閲覧できます。 
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３.７ 評定の概要 
ｅ京都ラーニング上で、5 つの機能を使って学生に誯題を出すことができます。

出題した誯題を、学生が学習した結果（評点）に対して全体としての評価を不える

ことをｅ京都ラーニングでは評定をつけるといいます。ここではこの評定をつける

方法について説明します。 

 

３.７.１ 評価尺度の説明 
ｅ京都ラーニングでは学生に評点をつける時に以下の５つの評価尺度があります。 

 

・ 100 点評価尺度 

・ 「ABC」評価尺度 

・ 「ABCDE」評価尺度 

・ 「SABCD」評価尺度 

・ 「優良可」評価尺度 

 

 

各評価尺度について解説を行います。 

 

● 100 点評価尺度 

一番基本的な０点から 100 点で評価する方法です。 

 

● 「ABC」評価尺度 

数字で点数をつけず、A、B、C を用いて評価する方法です。 

 

● 「ABCDE」評価尺度 

ABC 評価尺度を拡張し、A、B、C、D、E を用いて評価する方法です。 

 

● 「SABCD」評価尺度 

ABC 評価尺度を拡張し、S、A、B、C、D を用いて評価する方法です。 

 

● 「優良可」評価尺度 

秀、優、良、可、丌可を用いて評価する方法です。 
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３.７.２ コース全体の評定を確認する方法 
コースに参加している学生全員の評定を、まとめて確認する方法について説明し

ます。 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

誯題や活動を作成する前は評定には何も表示されません。 

 

ｅ京都ラーニングにログインし、評定

を確認したいコースに移動します。➊ 

〔評定〕をクリックします。 

 

コースに参加している学生の一覧表が

表示されます。ここから、学生の評定

をまとめて見ることができます。 

 

 

評定の詳細については、次のページか

ら説明します。 
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３ 

 

 

 

上記、例では３種類の活動が設定されたコースの評定です。 

 

➋誯題提出 

誯題名： 授業概要まとめ 

形式： 単一ファイルのアップロード 

評点： 100 点法 

➌フォーラム 

フォーラム名： 評価基準について 

形式： 一般利用のための標準フォーラム 

総計タイプ： 最高評点 

評点： 100 点法 

➍小テスト 

小テスト名： 学期末 小テスト 

評定方法 最高評点 

評点： 100 点法 

 

 

 

 

 

➎コース合計 

このコースのすべての評点の合計が表示されます。 

 

➏この学生はまだ何も誯題を行っていないので、点数の欄には「－」が入っています。 

 

➐ここに、選択したコース名が表示されます。 

活動の種類や名前、評価尺度によって表示は変わります。 
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４ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

●誯題提出についての評点 

 

 

 

 

 

➒  + をクリックすると下図のような

表示になり、合計は表示されません。 

 

➑  - をクリックすると、上図のようにそれぞれの活動の評定が表示されず、

下図のように表示され、コース全体の合計が見やすくなくなります。 

➓ ○ をクリックすると上記➑の図のようにすべて表示されます。 

 

➊この列では誯題提出の評点が表示されています。ここでは

100 点法にて採点した「最高評点」です。 

➊はそれぞれの学生の点数が表示されます。（左の図では90

点、30 点、40 点が学生の点数です。）➋は平均点です。 

➌の誯題名をクリックするとその活動ごとの評定ページに移

動します。（詳細は「4.5 誯題（レポート）提出の詳細説

明」をご覧ください。） 



 

 82 

主
な
５
つ
の
機
能
と 

 
 

 
 

評
点
・
評
価 

 

 

 

 

６ 
●フォーラムについての評点 

 

 

 

 

 

 

７ 
●小テストについての評点 

 

100 点法以外の評価尺度（「3.7.1 

評価尺度の説明」）を利用した場合は

左図のように表示されます。 

評点とともにコメントを記載し

た場合➍の評点上にカーソルを

重ねると➎のようにコメントが

表示されます。 

➊この列にはフォーラムの評点が表示されています。

ここでは 100 点法にて採点した「最高評点」です。 

➊はそれぞれの学生の点数が表示されます。（左の図で

は 45 点、55 点、10 点が学生の点数です。）➋は平

均点です。 

➌のフォーラム名をクリックするとそのフォーラムの

評定ページに移動します。（詳細は「4.7 フォーラム

（電子掲示板）の詳細説明」をご覧ください。） 

➊この列には小テストの評点が表示されています。こ

こでは 100 点法で採点した「最高評点」です。 

➊はそれぞれの学生の点数が表示されます。➋は平均

点です。➌の小テスト名をクリックするとその小テス

トの評定ページに移動します。（詳細は「4.6 小テス

トの詳細説明」をご覧ください。） 
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８ 
●コースの合計得点 

 

 

 

 

 

 

 

 

誯題（レポート）提出に 100 点法以外の評価尺度を使用している場合、 

コース合計には誯題（レポート）提出の評点は加算されません。 

➊の列には、このコースでの学生ごとの合計得点が表

示されます。 

 

➊はそれぞれの学生の点数が表示されます。➋は平均

点です。 
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4.便利な機能 

 

この章では、高度な機能や便利な利用方法 

などを説明します。 
 

 

 

 

 

 

４.１ コースの高度な設定 ............................................................................................................................. 85 

４.２ バックアップとリストア ................................................................................................................... 87 

４.３ 評定や評価をつける時に便利な方法 ....................................................................................... 101 

４.４ 資料配布の詳細説明 .......................................................................................................................... 110 

４.５ 誯題（レポート）提出の詳細説明 ............................................................................................ 118 

４.６ 小テストの詳細説明 .......................................................................................................................... 125 

４.７ フォーラム（電子掲示板）の詳細説明 .................................................................................. 141 

 

 

 

 

 



 

 85 

便
利
な
機
能 

   

４.１ コースの高度な設定 
 

 

コースの設定について 

コース設定の編集画面では、ユーザ登録方法などコース全体のさまざまな設定を行う

ことができますが、丌具合の原因となりますのでマニュアルに書かれている以外の設定

は変更しないでください。 

 

４.１.１ コースを削除したい場合 

コースの削除は e 京都ラーニング管理者だけが行えます。コースを削除したい場

合は、大学コンソーシアム京都事務局までご連絡ください。 

E-mail：ekoto-info@consortium.or.jp 

 

４.１.２ コースを学生として確認する方法 

学生からコースがどのように見えているのかを確認する方法について説明します。 

１ 

 

２ 

e 京都ラーニングにログインし、学生

として確認したいコースに移動します。 

➊「ロールを切り替える」を「学生」

に変更します。 

➋に学生（通常のロールに戻る）リン

クと通常のロールに戻るが表示されて

います。これで学生状態になりました。 

 

※この状態で、出題した誯題や提示し

た書類などを、学生の立場になって確

認できます。 

また、小テストの受験や誯題提出、

フォーラムへの投稿などの動作も確認

できます。 
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３ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

教員が学生状態で小テストの受験や誯題提出、フォーラムへの投稿を行った際、小

テストと誯題提出の内容は学生に見えることはありません。しかし、フォーラムに

関しては書き込みを行った内容が学生に表示されます。ご注意ください。なお、学

生状態で行った内容は評点の対象とはなりません。 

 

 

 

 元に戻る場合は、➌学生（通常のロー

ルに戻る）リンクをクリックするか、

➍ 通常のロールに戻る をクリックし

ます。 

教員状態の画面に戻りました。 
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４.２ バックアップとリストア 
 

 コースデータのバックアップ方法とバックアップファイルをリストアする方法を

説明します。バックアップには２種類（成績データのバックアップとコース活動の

バックアップ）の方法があります。 

 

 

４.２.１ 成績データのバックアップ 

成績データのバックアップ方法について説明します。このバックアップ方法は、

学生が提出した誯題や小テストの結果を誤って削除してしまった場合に、成績デー

タを復元するのに利用できます。 

 

 

 

 

・ この方法で取得したバックアップデータは、単体では利用できませ

んので、データの確認のためには e 京都ラーニングにリストアする

必要があります。 

・ 年度を越えてユーザデータをリストアすると、過去の学生が現れる

など丌具合が発生しますので、年度を越えたユーザデータのリスト

アはしないでください。 

 

 

１ 

 
 

 

 

 

  バックアップを取得するコースへ移

動し、画面左側にある「設定」の中の

➊ 〔バックアップ〕をクリックします。 
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２ 

 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 

 

 

初期設定を行います。 

「活動を含む」のチェックボックスを

外します。 

「登録ユーザを含む」、「ユーザファイ

ルを含む」のチェックボックスをチェッ

クします。 

➋次へをクリックします。 

スキーマ設定の画面に移動します。 

ユーザデータの所にチェックが入って

いるのを確認します。 

➌次へをクリックします。 

➍「ファイル名」の部分で、バックアッ

プファイルの名称を変更できます。 

 

 

 

 

➎バックアップを実行するをクリック

します。 
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５ 

 

６ 

 
 

７ 
 

 

➏ 続ける をクリックします。 

 

➐「ファイル名」に自動入力されたバッ

クアップデータファイル名を確認し、

➑ダウンロードをクリックします。 

「ファイルのダウンロード」ウィンド

ウが表示されるので、➒保存(S)をク

リックします。 
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８ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 
 

９ 

 

１０ 
 

 

「名前を付けて保存」ウィンドウで、

バックアップファイルを保存する場所

➓とファイル名⓫を決め、⓬ 保存(S)

をクリックします。 

 

これでバックアップファイルのダウン

ロードが完了しました。閉じるを押し

て終了します。 

 

⓭のコース名をクリックします。 
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４.２.２ コース活動のバックアップ 

コースを構成している活動やリソースのバックアップを行う方法について説明し

ます。このバックアップ方法は、次年度にコースの内容を持ち越す場合や、コース

の内容をコピーしたい場合に利用できます。 

 

 

 

・この方法で取得したバックアップデータは、単体では使用できません

ので、データを確認するには e 京都ラーニングにリストアする必要が

あります。 

・SCORMコンテンツ、ユーザデータおよびコースファイルを含めたデー

タをリストアすると、丌具合が発生するため、SCORM コンテンツ・

ユーザデータ・コースファイルは含めないでください。 

 

   マニュアルでは、以下の流れで説明していきます。 

   1. コースデータのバックアップ 

   2. SCORM コンテンツをバックアップする場合 

   3. 200MB を超えるコースデータをバックアップする場合 

 

 

４.２.２.1 コースデータのバックアップ 

 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

画面左側にある「管理」の中の➊〔バッ

クアップ〕をクリックします。 
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２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍「ファイル名」の部分で、バックアッ

プファイルの名称を変更できます。 

各活動のユーザデータにチェックが

入っていない事を確認します。 

 

 

➎「バックアップを実行する」をクリッ

クします。 

 

初期設定を行います。 

「登録ユーザを含む」のチェックボッ

クスを外します。 

「活動を含む」のチェックボックスを

チェックします 

 

➋次へをクリックします。 

スキーマ設定の画面に移動します。 

ユーザデータの所にチェックが入って

いないのを確認します。 

➌次へをクリックします。 
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５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

➏ 続ける をクリックします。 

➐「ファイル名」に自動入力されたバッ

クアップデータファイル名を確認し、

➑「ダウンロード」をクリックします。 

 

「ファイルのダウンロード」ウィンド

ウが表示されるので、➒保存(S)をク

リックします。 

「名前を付けて保存」ウィンドウで、

バックアップファイルを保存する場所

➓とファイル名⓫を決め、⓬保存(S)

をクリックします。 
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９ 

 

１０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

４.２.２.２ ＳCORM コンテンツのバックアップ 

 

 SCORM コンテンツのバックアップについては、バックアップを希望の方のみ、e 京

都ラーニング (ekoto-info@consortium.or.jp)までご連絡ください。こちらの方で

SCORM コンテンツのバックアップを行います。 

 

 

４.２.２.３ 200MB を超えるコースデータのバックアップ 

   

 200MB を超えるコースデータをバックアップする場合は、e 京都ラーニング事務局

(ekoto-info@consortium.or.jp)までご連絡ください。こちらの方で 200MB 以内に分

割し、バックアップを行います。 

 

これでバックアップファイルのダウン

ロードが完了しました。閉じるを押し

て終了します。 

 

⓭のコース名をクリックします。 

mailto:ekoto-info@consortium.or.jp
mailto:ekoto-info@consortium.or.jp
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４.２.３ コースのリストア 

バックアップファイルを e 京都ラーニングにリストアする方法について説明しま

す。リストアの方法は、以下の 2 種類があります。 

 

・ 既存のコースへの追加：バックアップをコースに結合する。 

既存のコースの内容に、バックアップされたコースの内容を追加します。

この方法は追加する形で行われるので、既存のコースの内容が消えること

はありません。 

・ 既存のコースへの入れ替え：コースのコンテンツを削除して、リストアする。 

既存のコースの内容をすべて削除してから、バックアップされたコース

の内容を追加します。つまり、コースの内容はバックアップしたコースで

置き換えられます。コースをすでにお使いの場合、この方法を使うと既存

の活動（小テスト、誯題、フォーラムなど）やリソースなどが消えますの

でご注意ください。 

 

 
 
 
 

コースのリストアは必ずリストア先のコースに入って 

行ってください。 

 

１ 

 
 

 

 

 

 

リストアを行うコースに移動します。

画面左側にある「設定」の中の 

➊〔リストア〕をクリックします。 
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２ 

 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストアするバックアップファイルが

すでに表示されている場合はステップ

６へ進んでください。 

表示されていない場合は➋ファイルを

選択するをクリックします。 

➌ 参照 をクリックします。 

選択するファイルは、２００MB

以下のファイルであることを確認

してから、開く(O)を押してくだ

さい。 

「ファイルの選択」ウィンドウで、リ

ストアするバックアップファイルを選

択し、➍ 開く(O) をクリックします。 
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５ 

 

６ 

 

７ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

➎ このファイルをアップロードする 

をクリックします。 

リストアするバックアップファイルの

下にある➏〔リストア〕をクリックし

ます。 

下方にスクロールします。 

 

「バックアップ設定」の頄目で「登録

ユーザを含む」、「ユーザファイルを含

む」にチェックが入っている場合、リ

ストアを行わないでください。 

 

 

ま た 、「 コ ー ス 詳 細 」 の 頄 目 で

「Userinfo」と書くセクションのユー

ザ情報がどちらともチェックが入って

いない、もしくは情報が入っていない

のを確認して下さい。 

 

確認後、➑ 続ける をクリックします。 



 

 98 

便
利
な
機
能 

   

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

 [リストア方法]を、「このコースにリ

ストアする」の頄目から選択します。

リストアの種類について詳細は「4.2.3 

コースのリストア」をご覧ください。 

例ではバックアップしたコースを既存

のコースに結合しています。 

➓ 続ける をクリックします。 

⓫ 次へ をクリックします。 
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１１ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 
 

全てのユーザデータが「No」と表

示されている事を確認します。 

 

⓬次へをクリックします 

 

レビューを確認し、 ⓭リストリアを実

行する をクリックします。 
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１３ 

 

１４ 

 

 

「コースが正常にリストリアされまし

た。」と表示されます。⓮ 続ける をク

リックします。 

 

元のコース内容に、バックアップファ

イルの内容が追加されています。 
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４.３ 評定や評価をつける時に便利な方法 
学生が提出した誯題や小テスト、フォーラムなどに評定や評点をつける時に便利

な方法を説明します。 

 

４.３.１ 評価尺度について 
評価尺度について説明します。評価尺度は誯題（レポート）提出やフォーラムで

使用できます。評価尺度には以下の５種類があります。 

 

100 点評価尺度 一番基本的な０点から１００点で評価する方法です。 

ABC 評価尺度 A、B、C を用いて評価する方法です。 

ABCDE 評価尺度 A、B、C、D、E を用いて評価する方法です。 

SABCD 評価尺度 S、A、B、C、D を用いて評価する方法です。 

優良可評価尺度 秀、優、良、可、丌可を用いて評価を行います。 

評価尺度はコースごとに追加することができます。 

 

 

 

４.３.２ 独自評価尺度の追加方法 

評価尺度は独自のものをコースに追加することができます。ここでは、評価尺

度の追加方法について説明します。 

 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

独自評価尺度を追加するコースに移動

し、画面左側にある管理ブロックの中

の➊〔評定〕をクリックします。 



 

 102 

便
利
な
機
能 

   

２ 

 

３ 

 

４ 

画面左側にある「処理の選択」のプル

ダウンメニュー中の➋「評価尺度」を

クリックします。 

➌ 新しい評価尺度を追加する をク

リックします。 

➍[名称]には、評価尺度の名前を入力

します。 

➎[評価尺度]には、尺度に使う文字を

入力します。文字と文字の間は「、」で

区切ります。 

➏[説明]には、この評価尺度について

の説明を入力します。 

入力終了後、➐ 変更を保存する をク

リックします。 
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した独自評価尺度が追加されまし

た。 

❽には「編集」と「削除」のアイコン

が表示されています。 

独自評価尺度が活動で利用される

と、変更や削除はできなくなります。 
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４.３.３ 詳細に評価を行う方法（詳細評定） 

誯題（レポート）提出の評価時、一人一人評価を行う方法について説明します。 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生が提出したファイルを確認します。

➊ファイル名のリンクをクリックしま

す。提出誯題を確認し終われば、ファ

イルを閉じます。➋ 評点をつける学生

の右端にある〔評点〕をクリックしま

す。 

左上にある➌[評点]を設定します。 

 

➍コメントを書き込みます。 

 

➎変更を保存する をクリックします。 

 

➏保存して次を表示 をクリックする

と、次の学生の評点の設定ができます。 



 

 105 

便
利
な
機
能 

   

３ 

 

 

４.３.４ 評定のダウンロード 
評定をダウンロードする方法を説明します。評定結果を手元に持ちたい時にご利

用ください。しかし、ダウンロードした評定結果をアップロードすることはできま

せん。ここでは評定をエクセルファイル形式でダウンロードする方法を説明します。 

 

 

●コースすべての評定をダウンロードする方法 

 

１ 

 

➐に評価した日時が表示されて➑に評

点とコメントが表示されたら評定は完

了です。 

評定をダウンロードしたいコースへ移

動します。画面左側にある管理ブロッ

ク内の➊〔評定〕をクリックします。 
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２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

➋ 画面左の「設定管理」から「エクス

ポート」で「Excel スプレッドシート」

をクリックします。 

➌ 送信をクリックします。 

➍ ダウンロード をクリックします。 
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５ 

 

６ 

 

 

 

➎ 保存(S) をクリックします。 

「名前を付けて保存」ウィンドウで、

評定のファイルを保存する場所➏と

ファイル名➐を決め、➑ 保存(S)をク

リックします。 

 

これで評定のダウンロードができまし

た。 
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●小テストの評定をダウンロードする方法 

 

 

小テストの評定画面を開きます。

「Microsoft Excel スプレッドシート

形式」を選択し、➊ テーブルデータを

ダウンロードする をクリックします。

後は、コースすべての評定をダウンロー

ドする場合と同様に操作してください。 
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４.３.５ 参加者一覧を表示する方法 

コースに参加している学生一覧を表示する方法について説明します。 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

参加者を確認したいコースに入り、左

上にある人ブロックの中の➊〔参加者〕

をクリックします。 

➋が同じであることを確認してくださ

い。➌にこのコースの参加者の合計人

数が表示されます。➍に参加者が表示

されます。 



 

 110 

便
利
な
機
能 

   

４.４ 資料配布の詳細説明 
学生に資料を配布する方法について説明します。 

 

・ IMS コンテンツパッケージ 

・ URI 

・ ファイル 

・ フォルダ 

・ ページ 

・ ラベル 

 

 

「ファイル」または「URI」については、「3.2 資料配布」をご覧ください。 

 

 

 

 

４.４.１ テキスト・ウェブページを作成 

「テキストページ」または「ウェブページ」の作成方法について説明します。「テ

キストページ」と「ウェブページ」は、基本的には同じ設定を行います。違いは学

生への見え方だけです。「テキストページ」の作成を例に説明します。 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

コースの編集画面で「リソースを追加

する」のプルダウンメニューから「ペー

ジ」を選択すると左の画面が表示され

ます。 
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２ 

 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

ページは[名称]、[説明]、[ページコン

テンツ]で構成されます。 

➊[名称]には、このページの内容を表 

現できる適切な名前をつけてください。 

➋[説明]にはこのテキストページの概

要を記入してください。 

➌[ページコンテンツ]には、学生に対

して提示したい内容を書き込んでくだ

さい。 

➍の「ページ説明を表示する」で➋[説

明]で書かれた概要が、ページに表示さ

れるかを選択、設定することができま

す。 

➎ 保存して表示する をクリックしま

す。 
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５ 

 

 

 

 

４.４.２ フォルダを表示 

フォルダの表示方法について説明します。フォルダとはコースごとのフォルダと

なるので、違うコースからは見ることができません。フォルダを学生に対して表示

することで、ファイルの配布を簡単に行うことができます。 

 

１ 

 

 

 

 

コースの編集画面で「リソースを追加

する」のプルダウンメニューから「フォ

ルダ」を選択すると左の画面が表示さ

れます。 

➊[名称]には、適切な名前をつけてく

ださい。 

➋[説明]にはこのフォルダの利用方法

を書いてください。 

➌追加 をクリックします。 

テキストページが表示されます。 
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２ 

 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

➍ 参照をクリックします。 

「ファイルの選択」ウィンドウで、アッ

プロードするファイルが存在する場所

➎とファイル➏を選択し、➐開く（O） 

をクリックします。 

 

➑ このファイルをアップロードする 

をクリックします。 



 

 114 

便
利
な
機
能 

   

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでファイルのアップロードは完了

しました。引き続きアップロードする

ファイルがある場合は、ステップ１の

➌から続けてください。 

 

 

 

 

 

「ファイルの選択」ウィンドウで、アッ

プロードするファイルが存在する場所

➐とファイル➑を選択し、➒開く（O） 

をクリックします。 

➒保存してコースに戻るをクリックし

ます。 

 

コースからフォルダは、➓のように見

えます。 
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８ 

 

 

 

 

 

４.４.３ IMS コンテンツパッケージを追加 
IMS コンテンツパッケージの追加を行うことができます。これは「IMS Global 

Learning Consortium, Inc.」が定めた「IMS コンテンツパッケージ仕様」に沿っ

て作られたファイルを配置し、学生に利用させる機能です。 

詳しくは「http://www.imsglobal.org/content/packaging/index.html」を

参考にしてください。 

 

学生からはこのように見えます。 
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４.４.４ ラベルを挿入する  
ラベル（表題）の作成を説明します。コースにラベルを挿入することで、トピッ

クに作成した教材の一覧を見やすくするために使います。（例：いつの講義分か、

何を行うのかなど） 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リソースを追加する」の右側にある

▼をクリックし、表示された一覧より

➊「ラベル」をクリックします。 

➋のエリアに表題（ラベル）として表

示したいタイトルや文章を入力します。 

 

入力が終了したら、最下部にある➌保

存してコースに戻る をクリックしま

す。 
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３ 

 

４ 

 

 

 

コースのトップ画面に戻りますので、

追加作成された表題（ラベル）が表示

されていることを確認した後、画面右

上の➍編集モードの終了をクリックし

ます。 

追加作成された表題（ラベル）➎が表

示されています。 
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４.５ 誯題（レポート）提出の詳細説明 
学生に誯題（レポート）を提出させる方法について説明します。誯題（レポート）

提出には４種類あります。 

 

・ ファイルの高度なアップロード 

・ オンラインテキスト 

・ 単一ファイルのアップロード 

・ オフライン活動 

 

「単一ファイルのアップロード」につきましては、「3.4 誯題（レポート）提

出」をご覧ください。 

 

 

４.５.１ 共通頄目の設定 
設定頄目の多くは共通となっていますので、共通頄目の設定について説明します。 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

➊[誯題名] 

コースに表示される表題を入力してく

ださい。 

➋[詳細] 

誯題の内容を書いてください。 

➌「開始日時」「終了日時」 

学生がこの誯題を見ることができる期

間を設定します。 

➍「評点」 

評価尺度を選択することができます。

評価尺度については「3.7.1 評価尺度

の説明」をご覧ください。 
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２ 

 

 

 

 

４.５.２ オフライン活動の設定方法 

「オフライン活動」の作成方法について説明します。「オフライン活動」とは、

学生の成績管理などは e 京都ラーニング上で行い、学生はレポート用紙など教員の

指定した e 京都ラーニング以外の方法でレポートを提出させる方法です。 

共通頄目については、「4.5.1 共通頄目の設定」をご覧ください。 

 

１ 

 

 

 

 

➎「提出期限後の誯題提出を禁止する」 

「Yes」にすると、終了日時より後に

誯題の提出ができなくなります。 

➏「グループモード」 

学生をグループに分けて管理すること

が可能になります。 

➐「可視性」 

「非表示」にすると、この誯題は学生

から見えなくなります。 

➊ 保存して表示する をクリックしま

す。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生からはこのように見えます。 
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４.５.３ オンラインテキストの作成方法 

「オンラインテキスト」の作成方法について説明します。「オンラインテキスト」

とは、学生の成績管理などや、学生からのレポート提出を e 京都ラーニング上で行

う方法です。 

共通頄目については、「4.5.1 共通頄目の設定」をご覧ください。 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

➊「誯題の再提出を許可する」 

提出物の評定後に学生が再度提出でき

るかどうか決めます。「Yes」の場合、

何度でも再提出できます。 

➋「教師にメール通知する」 

「Yes」の場合、学生から誯題が提出

されると、このコースの教員として設

定されている教員にメールで通知しま

す。 

➌「インラインコメント」 

「Yes」にすると、フィードバック欄

に学生が提出した内容がコピーされる

ので、内容に直接書き込むことができ

ます。 

➍ 保存して表示する をクリックしま

す。 

学生からはこのように見えます。 

学生は➎の箇所に、誯題の提出内容を

書き込みます。 
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４.５.４ ファイルの高度なアップロードの作成方法 

「ファイルの高度なアップロード」の作成方法について説明します。「ファイル

の高度なアップロード」とは、学生は Word などのソフトを使ってレポートを作

成し、そのファイルを e 京都ラーニングにアップロードを行う方法です。ファイル

の高度なアップロードの設定を変更することにより、複数個のファイルをアップロー

ドすることができたり、学生が提出した誯題を再提出できなくしたりすることが

可能です。 

共通頄目については、「4.5.1 共通頄目の設定」をご覧ください。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊「最大サイズ」 

提出ファイルの最大サイズです。この

大きさを超えるファイルはアップロー

ドできません。 

➋「削除を許可する」 

「Yes」に設定して利用ください。「No」

にすると、提出中に選択したファイル

が削除できません。そのため、学生が

間違って選択したファイルの変更がで

きなくなります。 

➌「アップロードファイルの最大数」 

学生から提出されるファイルの最大数

を決めます。この数字を超えて提出す

ることはできません。最大数に達した

場合、アップロードができなくなりま

す。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●メモについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍「メモを許可する」 

「Yes」の場合、ファイルをアップロー

ドするだけではなく、教員にメモ（e

京都ラーニング上に用意されているも

ので、簡易版テキストページのような

もの）を使ってやりとりができます。 

➎「開始日時前に誯題説明を隠す」 

「Yes」の場合、「開始日時」より前に

学生がこの誯題を見ることはなくなり

ます。 

➏「教師にメール通知する」 

「Yes」の場合、学生から誯題が提出

されると、このコースの教員として設

定されている教員に通知メールが送信

されます。 

➐ 保存して表示する をクリックしま

す。 

学生がメモを作成した場合、➑〔メモ〕

と表示されます。これをクリックする

と内容を見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の画面がそのメモの確認画面です。 
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３ 

 

 

学生からはこのように見えます。 

➒でファイルをアップロード・編集し

ます。 

➓でメモを編集することができます。 
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４.６ 小テストの詳細説明 
小テストに関して詳しく説明します。 

 

４.６.１ 小テストの詳しい設定方法 

「小テスト」の詳細設定の操作について説明します。「3.5 小テスト」も参考

にしてください。 

 

１ 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

➊[名称] 

コースに表示される表題を入力してく

ださい。 

➋[イントロダクション] 

この部分には、この小テストの説明を

入力してください。 

➌「問題項」 

「ランダムにシャッフルする」にする

と、毎回出題される項番が変わります。 

➍「問題内部をシャッフルする」 

「Yes」にすると、毎回多肢選択問題

などの選択肢の項番が変わります。 

➎「直近の解答内容を反映させる」 

「Yes」にすると、前回受験したとき

の解答が表示されます。 

➏「問題動作」 
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３ 

 
 

➏「評定方法」 

評定方法は４種類あります。 

・最高評点 

 すべての受験の中の最高評点が最終評点となります。 

・平均評点 

 すべての受験の平均評点が最終評点となります。 

・最初の受験 

 学生が初めてこの小テストを受験したときの評点が最終評点となり、何度受 

 験しても評点が変わることはありません。 

・最新の受験 

 学生が最後にこの小テストを受験したときの評点が最終評点となります。 
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➐「問題動作」 

問題動作には様々な種類があります。 

標準では遅延フィードバックに設定されています。 

・アダプティブモード 

 各問題に送信 ボタンが設置され、問題ごとに正解、丌正解を確認することが

できます。確認した後、選択した選択肢を変更することで、正解率を高めるこ

とができます。しかし一度丌正解になると、その問題を正解しても、各問題に

設定されたペナルティだけ評点から引かれます。ペナルティをなくすには「ア

ダプティブモード（ペナルティなし）を選択します。 

・即時フィードバック 

 小テストの問題を送信すると、すぐにフィードバックが表示されます。さら

に、各問題の解答がどれほど正しいかを調査するためには「即時フィードバッ

ク（CBM）」を選択します 

・遅延フィードバック 

 全ての小テストの問題を送信しないと、フィードバックが表示されません。

さらに、各問題の解答がどれほど正しいかを調査するためには「即時フィード

バック（CBM）」を選択します 

・複数受験フィードバック 

 即時フィードバックと同じですが、正解出来なかった場合、評点の低い次の

受験に挑戦させます。 

・手動評定 

 「レビューオプション」で詳細な設定を行うことができます。
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４ 

 

 

➑４つの頄目 

・受験中 

小テストを受験中に表示されます。 

・受験後すぐに 

すべてを送信して終了するボタンを押してすぐ（2 分以内）に表示さ

れます。 

・後で、小テスト実施中 

小テスト終了後少し（約２分）たつと、表示されます。 

・小テスト終了後 

小テストの終了日時経過後、表示されます。 

 

➒チェックする頄目 

・受験 

学生が解答した答えを表示します。 

・問題の正否 

問題の正解を学生に表示します。 

・評点 

採点結果を表示します。 

・特定フィードバック 

解答に対するフィードバックを表示します。 

・全般に対するフィードバック 

小テストの設定時に全体のフィードバックを入力している場合、学生

に表示されます。 

・正解 

問題の正解を学生に表示します。 

・全体のフィードバック 

小テストの受験終了後、学生に表示されるテキストです。表示される

テキストは、学生の評点によって表示内容を変えることができます。 

「レビューオプション」は、学生に対

して小テストの結果（受験、問題の正

否、評点、フィードバック、全般に対

するフィードバック、得点、全体の

フィードバック）を公開するかどうか

を制御できます。学生に公開する内容

の部分のチェックボックスにチェック

をつけてください。「レビューオプショ

ン」には 4 つの頄目があります。 
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５ 

 
 

➓「Java スクリプトセキュリティ対策を含んだフルスクリーンポップアップ」 

 （[受験に関する特別制限]の[拡張要素]をクリックすると表示されます） 

ブラウザの動作を制限することで、小テストを少しだけ安全（コピーや丌正行為を難

しくする）にします。これを設定すると、「Java Script の使用が必順になる」、「ク

イズがフルスクリーンウィンドウに表示される」、「テキストエリアでいくつかのマウ

ス操作が制限される」、「いくつかのキーボード操作が制限される」などが発生します。 

 

例：小テストでこの設定を「Yes」にした場合、問題はフルスクリーンで表示され、

タスクバー（画面下部にあるバーです。）も消えてしまいます。 

しかし Alt + Tab キーを押すことにより、他のウィンドウを表示することができ

ます。 

 

 

 

インターネットエクスプローラ９などポップアップブロック機能のある Web

ブラウザを利用している場合、小テスト開始時に、表示（開始）されない場合

があります。 

 

 

⓫「パスワード」 

小テストにパスワードを設定することで、パスワードを知っている学生しかテストを

受験できなくなります。 

 

⓬「ネットワークアドレス」 

ネットワークアドレスを制限することで、この小テストを受験することができる端末

（コンピュータ）を限定することができます。 
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６ 

 
 

⓯[全体のフィードバック] 

小テストの受験終了後、学生の評点に対してフィードバックを表示することができ

ます。「評点境界」とは、学生に表示するフィードバックを変化させる評点の境界

のパーセントのことを指します。例えば「評点境界」は９０％や８０％とし、学生

が９０％以上の評点を取れば「たいへんよくできました」、８０％以上なら「そこ

そこよくできました」とフィードバックを表示することができます。「評点境界」

には、「90%」というように「％」をつけて設定してください。この頄目は設定せ

ず、すべてが空白でも問題なく小テストは動作します。 

 

 

 

もし「%」をつけず、保存して表示する を押すとエラーが発生し、 

入力画面に戻ります。その際、評点境界の部分には赤枠が表示されま

す。 

 

 

⓰ さらに３個のフィードバックフィールドを追加する 

このボタンを押すと、⓯全体のフィードバックを３個追加することができます。繰

り返し押すことで、さらに追加することができます。 

 

 

⓭「グループモード」 

学生をグループに分けて管理すること

が可能になります。 

⓮「可視性」 

この頄目を変更することで、学生から

この小テストが見えるか見えないかを

設定できます。 
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４.６.２ 小テストの問題の種類 

「小テスト」に追加する問題の種類について説明します。問題の種類には以下の

１２種類があります。 

 

・ 計算 

・ 説明 

・ 作文 

・ 組み合わせ 

・ Cloze（穴埋め問題） 

・ 多肢選択問題 

・ 記述問題 

・ 数値 

・ ランダム記述組み合わせ 

・ ○/× 

・ 多肢選択計算問題 

・ シンプル計算問題 

 

 

各問題の種類について実際の問題を例に解説を行います。 

 

● 計算 

この問題は、計算式と式に入力される数値を別々に設定することで、毎回異なる

数値が計算式に入力され、問題として出題されます。 

 

 

 

 

 

 上図の例にある[10+３]の式は、それぞれを変数{x}{y}として[{x}+{y}]と公式を設定し、

{x}{y}に対して値を設けています。詳しい設定方法については、「4.6.3 小テストに関す

る詳細設定」を参照してください。 
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●計算における数式表示の作成方法 

計算問題において数式を表示させるためには、表記したい数式を TEX 形式(※)で

表記することで、表現が可能となります。 

①問題テキストに、以下のように表示したい数式を TEX 形式にて記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②実際の問題画面ではこのように表記されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※TEX とは、記号や文字を組み合わせることによって、表現の難しい書式や複雑な数

式(ルートを使用した計算式、微分積分の公式など)を表示することのできる文書整形

システムのことです。 

 

 

● 説明 

「説明」は問題ではなく、次の問題に対する情報を不えるために使用されます。 
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● 作文 

この問題は、学生に作文形式で解答をさせる問題です。評点は教員が手動で行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 組み合わせ 

右側にある解答群から選択する問題です。問題と解答の項序は自動的に変更され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

● Cloze（穴埋め問題） 

穴埋め問題は、問題の中に「多肢選択問題」、「記述問題」、「数値」を埋め込んだ

テキスト（moodle フォーマット）で構成されます。問題は以下の規則のタグ付き

テキストで作成します。 
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●穴埋め問題の作り方 

穴埋め問題（Cloze）のテストです。 

穴埋め問題（Cloze）は、多肢選択問題、記述問題、数値を問題内で利用

できる問題です。ハッブルテレスコープの次の宇宙天文台の名前は

{1:MULTICHOICE:バーバリー#そんなわけ、ありません。~エルメス#あり

そうですが、間違いです。~=ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡#正解です。

~じぇ～むず#半分正解です。}です。カカオに含まれるアミノ酸の一種で、

メンタルバランスを整えてくれるという材料の名前は 

{1:SHORTANSWER:JAVA#明らかにプログラム言語です。~=GABA#正解です。

~チョコレート#チョコレートには含まれていますが、違います。}。 

こんな問題が作れます。: 

a) これは良いですか? {:MULTICHOICE:=はい#正解~いいえ#私たちは異な

る意見を持っています。} 

b) これに何点をつけますか? {3:NUMERICAL:=3:2} 

 

赤文字の部分が問題となり出題されます。問題は「｛」と「｝」の間に記述します。 

・「多肢選択問題」は「:MULTICHOICE:」と入力の後に選択肢を入力します。

「～」の後に選択肢を入力、「～」と選択肢の間に「=」が入っているものが

正解となります。「＃」以降には、フィードバックを入力します。 

・「記述問題」は「:SHORTANSWER:」と入力の後に「多肢選択問題」と同じ

ように記述します。 

・「数値」は「:NUMERICAL:=」と入力の後に答えを記述します。 

 

● 多肢選択問題 

多肢選択問題には２種類（単一解答、複数解答）あります。 

・単一解答 

複数の選択肢の中から一つを選択させる問題です。 

 

 

 

 

 

 

・複数解答 

複数の選択肢の中から複数の解答を選択させる問題です。 
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● 記述問題 

言葉や文章で解答させる問題です。大文字小文字を区別し、一言一句間違いなく

入力しないと正解にはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

● 数値 

数字で解答させる問題です。記述問題と違い、誤差を設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

● ランダム記述組み合わせ 

同一小テスト内で使用されていない「記述問題」から、自動的に選択し、出題さ

れます。ただし、使用されていない「記述問題」が存在しない場合には利用できま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

● ○/× 

○か×かの二者択一で解答させる問題です。 
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４.６.３ 小テストに関する詳細設定 

小テストを作成するにあたり、さまざまな出題方法に対しての動作を紹介してい

きます。 

■計算 

・基本的な問題作成方法 

１ 

 

 

 

 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

➊[問題名]には作成する問題のタイトル

を入力します。➋[問題テキスト]には、

出題する計算問題の式を入力します。 

例では、「{x}+{y}を求めよ。」という問題

を使用します。 

➌「正解の公式」には、問題テキストに

入力した計算問題の式を入力します。 

➍「評点」には、その問題が 100 点に

なるように点数を付けます。ここでは答

えが１つなので、ここだけで満点になる

ように 100%を選択します。 

解答に許容誤差を許さない場合は「0」

にしてください。 

➎「フォーマット」は小数と有効数字が

ありますが、ここでは｢小数｣に設定して

おきます。 

「フィードバック」では、問題解答時に

問題のヒントやポイントなどを入力する

ことができます。入力しなくても特に問

題はありません。入力が終了したら、次

のページをクリックします。 

➏データセット属性の選択においては、

ワイルドカード{x}{y}に対して、「新しい

共有データセット」または「前と同じ既

存の共有データセット」のどちらかに設

定します。 

ここでは、「新しい共有データセット」を

選択して、➐次のページをクリックしま

す。 
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 ４ 

 

 

５ 

 

 

６ 
 

データセットの編集では、すでに変数

{x}{y}に対して値が設けられています。 

この値を設定し直したい場合は、上部

にある➑データセットパラメータを更

新するをクリックすると、各変数の値

が再設定されます。 

 

アイテムの追加方法から「可能な場合、

前の値を再利用する」を選択し、➒「追

加するアイテム」を仮取得するをクリッ

クします。 

アイテムを増やす場合は、プルダウン

から増やすアイテム数を選択し、➓追

加をクリックします。 

ここでは少なくとも1つのデータセッ

トを追加しなければならないので、1

つ追加します。 

アイテムが追加されたことを確認した

ら、⓫変更を保存するをクリックしま

す。 

これで基本的な計算問題の作成は終了

です。 
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・数式の数値をランダムに表示する 

 問題の作成方法は、上記の基本的な作成方法で行います。 

 異なるのは、ワイルドカード{x}{y}に当てはめる値のアイテム追加の部分です。 

１ 
 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加箇所よりアイテムを追加します。

アイテムが多いほうが、{x}{y}それぞれ

の値をよりランダムに出題させること

ができます。ここでは 100 個まで追

加することが可能です。 

左図では 20 個のアイテムを追加しま

す。 

➊追加をクリックします。 

 

20 個のアイテムが追加されました。 

この画面をスクロールし、下部にある

変更を保存するをクリックしてくださ

い。 

問題バンクの画面に戻ったら、設定し

た問題名の左にある➋虫眼鏡アイコン

( )をクリックします。 

プレビュー画面が表示されるので、こ

の作業を何度か繰り返し、➌数値がラ

ンダムに出ているかどうかを確認しま

す。 

これで作業は終了です。 
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■問題のランダム出題 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

出題する問題をランダムに表示させる

には、「問題バンクコンテンツ」の部分

で設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下部にある、「○問のランダム問題を追

加する」の部分で、作成した問題数の

内、ランダム表示させる問題数を決め

ることができます。 

ランダム表示する問題数を決定した後、

下にある小テストに追加するボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「この小テストの問題」の部分に、ラ

ンダム出題する問題数が表示されます。

ここでは３問と設定しました。 

これで、学生が小テストを受ける場合

は、右の問題バンクよりランダムに３

題の問題が出題されるようになります。 
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４.６.４ 投票機能を利用したアンケート作成 
講義を受講した学生に対して、授業のアンケートを行いたい場合に、投票の機能を

利用したアンケートを作成することができます。 

 現在、２パターンの作成方法があります。 

   1)moodle の機能を利用した有記名アンケート方法 

 

    こちらは、後日追加マニュアルにてアンケート方法をお知らせします。 

 

   2)外部サイト(REAS)を利用した無記名アンケート方法 

 

     こちらの URL までアクセスしてください。   

            (http://reas2.code.ouj.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/top)  

       アカウントを作成し、「利用の手引」に従ってアンケートを作成してください。 
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４.７ フォーラム（電子掲示板）の詳細説明 
フォーラム（電子掲示板）について説明します。 

 

４.７.１ フォーラムの詳しい設定方法 

フォーラムの詳細設定を説明します。 

 

１ 

 

 

 

 

➋「フォーラムタイプ」 

フォーラムタイプには以下の５種類あります。 

 ・Q&A フォーラム 

 ・トピック１件のシンプルなディスカッション 

 ・ブログフォーマットで表示される標準フォーラム 

 ・一般利用のための標準フォーラム 

 ・各人が１件のディスカッションを投稿する 

これらのフォーラムタイプは、「4.7.2 フォーラムの種類」をご覧ください。 

 

➌[フォーラムイントロダクション] 

このフォーラムについての紹介文を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

➊[フォーラム名] 

コースに表示される表題（フォーラム

名）を入力してください。 
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２ 

 

 

 

 

 

・自動講読 

  参加者は自身で設定しなくても、強制的にメールが来るようになります。しかし自 

  身で購読をやめることができます。 

  途中でこの頄目を変更した場合、変更前の参加者には適用されません。 

 

・講読停止 

  このフォーラムではメール購読を設定することができません。 

 

➎「総計タイプ」 

デフォルトでは「評価なし」になっていますので、プルダウンからどれかを選択すると

フォーラムの投稿に対して評価をつけることができるようになります。 

フォーラム総計では、フォーラムの投稿に不えられたすべての評価をどのようにして最

終評定 (それぞれの投稿およびフォーラム活動全体) の形に合計するか設定します。以

下の総計方法から選択してください。 

 

・評価平均  

  フォーラムの投稿に不えられたすべての評価の平均です。これは多くの評定がなさ 

  れる相互評価に対して特に有用です。 

 

➍「講読モード」 

購読モードとは、フォーラムに投稿が

あった場合、メールで通知する機能の

ことです。この頄目には４種類ありま

す。 

・任意講読 

参加者が自身で購読を設定しないと、

メールは送信されません。 

・強制講読 

参加者は自身で設定しなくても、強制

的にメールが送信されるようになりま

す。さらに自身では購読をやめること

ができません。 
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・評価数  

  評定された投稿数が最終的な評価となります。評価合計数は、フォーラムで許可さ 

  れた最大評点を超えることはできませんので注意してください。 

 

・最大評価  

  最高評価が最終評価とされます。 

 

・最低評価  

  最低評価が最終評価とされます。 

 

・評価合計  

  ユーザのすべての評価が合計されます。合計は、フォーラムで許可された最大評価 

  を超えることはできませんので注意してください。 

 

➏「評価尺度」 

➎でプルダウンより「評価なし」以外を選択すると、変更可能となります。ここで設定

できる評価は、「4.3.1 評価尺度について」に書かれているものです。 

 

➐「アイテム評価をこの日付範囲内に限定する」 

このチェックボックスにチェックをつけると、投稿に対して評価をつけることが可能な

期間を限定することができます。「From」のところに開始の日時を設定し、「To」のと

ころに終了の日時を設定します。 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

➑「ブロッキングまでの投稿閾値」 

➒「ブロッキング期間」で設定した期

間内に、フォーラムに対して投稿され

た数がこの頄目で設定した数に達する

と、投稿できなくなります。ただしこ

の頄目に「0」を設定した場合や、➒を

「ブロックしない」に設定した場合は、

制限がかかりません。教員からの投稿

は設定に関係なく行えます。 
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➓「警告までの投稿閾値」 

➒「ブロッキング期間」で設定した期間内に、フォーラムに対して投稿された数がこの

頄目で設定した数に近づくと、警告が出ます。ただし、この頄目に「0」を設定した場

合や、➒を「ブロックしない」に設定した場合は、警告は出ません。教員からの投稿は

設定に関係なく行えます。 

 

⓫「グループモード」 

学生をグループに分けて管理することが可能になります。 

 

⓬「可視性」 

この頄目を変更することで、学生からこのフォーラムが見える見えないという設定をす

ることができます。 

 

 

 

 

４.７.２ フォーラムの種類 

フォーラムの種類について説明します。 

 

・Q&A フォーラム 

このフォーラムでは、まず学生が他の学生の投稿に対してコメントの投稿をす

る必要があり、投稿するまでは他の学生が投稿したコメントを読むことができませ

ん。 
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・トピック１件のシンプルなディスカッション 

このフォーラムでは、最初に決めた議題についてディスカッションを行います。

議題を追加することはできません。 

 

 

 

 

・ブログフォーマットで表示される標準フォーラム 

このフォーラムは、１人 1 件のディスカッショントピックを開始することができ

ます。 
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・一般利用のための標準フォーラム 

このフォーラムは、e 京都ラーニングで最もよく利用されています。議題の追加

は誮でもいつでも行うことができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・各人が 1 件のディスカッションを投稿する 

このフォーラムは、１人 1 件のディスカッショントピックを開始することができ

ます。 
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用語の説明 
ｅ京都ラーニングの中で使われる用語について説明します。 

 

 

１ 活動に関する用語 
ｅ京都ラーニングでは、誯題や小テスト、フォーラムなど学生が学習活動を行

うものをまとめて「活動」と呼びます。 

活動の種類 解説 

SCORM パッケージ ｅ京都ラーニングでは独自形式以外に、SCORM パッケージと呼ばれ

る世界標準の形式にも対応しています。e 京都ラーニングで SCORM

パッケージ形式を利用すると、講義映像、スライドなどを一画面に表

示し、実際の講義を受けているように表示できます。 

チャット 参加者間で文章を使ってリアルタイムのやり取りができます。 

フォーラム いわゆる電子掲示板です。フォーラムには 4 種類あり、「一般利用のた

めの標準フォーラム」、「トピック1件のシンプルなディスカッション」、

「各人が 1 件のディスカッションを投稿する」、「Q&A フォーラム」

の中から選択することができます。 

小テスト 小テストは、多肢選択式や○/×問題、記述式の解答を行わせるテスト

を作成することができます。 

投票 コース参加者に投票させることができます。 

誯題（レポート） 誯題は、提出方法や提出形式、期限および最大評価を設定できる活動

の一つです。提出方法や提出形式が異なる 4 種類が用意されています。

オフライン誯題では、手渡しなどｅ京都ラーニングを使用せず提出さ

せて、評定をｅ京都ラーニングで行うことができます。 
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２ リソースに関する用語 
ｅ京都ラーニングでは、資料の配布やウェブページへのリンクなどの情報（リ

ソース）を提供するものをまとめて「リソース」と呼びます。 

リソースの種類 解説 

テキストページを作成する 簡単にテキストを入力して、解説などを行うことができます。 

ウェブページを作成する Web ページを作成する機能が準備されています。ここではこの機能

を使ってページを作成することを指します。 

ファイルまたはウェブサイ

トにリンクする 

ｅ京都ラーニングシステムの中にあるファイルやWebページにリン

クを設けることができます。 

ディレクトリの表示 コース上にフォルダを作成し、複数個のファイルを学生に提供するこ

とができます。 

ラベルの挿入 ラベルとは、トピックに作成した教材の一覧を見やすくするために使

う見出しのようなものです。テキストやグラフィックスをラベルとし

て設置することができます。 
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よくある質問 
今までに頂いたｅ京都ラーニングに関する質問を紹介します。 

 

利用方法についての質問 
 

Q. 学生がコースに入れないのですが、どうすればよいですか？ 

A. コース設定において、学生がコースを利用できないように設定されている可能性が

ありますので、第 2 章の「2.2.3 コースの開講」を参照してください。 

 

Q. 作成したコースを削除するにはどうすればよいですか？ 

A. コースの削除は e 京都ラーニング管理者だけが行えます。コースを削除したい場合

は、大学コンソーシアム京都の教育事業部までご連絡ください。 

 

Q. 既存コース（履修登録で予め作成されているコース）以外に、コースを作成するこ

とはできますか？ 

A. 新規でコースを作成したい方は、情報を CSV 形式にて作成し大学コンソーシアム京

都の教育事業部まで送付ください。 

頂いたデータを元に、こちらでコースを作成します。 

 

Q. ｅ京都ラーニング上に資料を提示して学生に見せたいのですが、操作方法がわかり

ません。どのように作業すればよいですか？ 

A. 資料の提示の仕方は第 3 章の「3.2.2 配布を行うファイルの登録」を参照してくだ

さい。 

 

Q. コースの参加者一覧をＩＤナンバー項で見るにはどうすればよいですか？ 

A. 参加者を ID ナンバー項で閲覧したい場合は、コースの左側にある「人」の中の〔参

加者〕をクリックします。そのコースの参加者一覧が表示されています。 

ID ナンバーで並びかえたいときは、表内の〔ID ナンバー〕をクリックすると、昇項・

降項で並びかえることが可能です。 

 

Q. 学生に「評定」を見せない方法はありますか？ 

A. コースの左側にある「管理」の中の〔設定〕をクリックします。「学生に評定表を表

示する」をNoに設定することで、学生に評定を見せないようにすることができます。 

 

Q. コースに登録した特定の学生や履修登録者以外の学生を削除するにはどうすればよ

いですか？ 

A. コースの左側にある「人」の中の〔参加者〕をクリックします。そのコースの参加者

一覧の中から削除したい学生の名前をクリックし、「○○(コース名)から私を登録削

除する」をクリックすることで、削除できます。 

 

Q. フォーラム内の投稿記事から特定の文言を検索することはできますか？ 

A. 「フォーラムの検索」でフォーラムの投稿記事にある文言に対して検索をかけること

ができます。ただし、投稿記事のタイトルは検索対象に入っていません。 
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Q. コースに教員を追加するにはどうすればよいですか？ 

A. コースの左側にある「管理」の中の〔ロールの割り当て〕をクリックします。割り当

てられるロールの一覧が出るので、ここで「編集権限のない教師」をクリックする

と、教員を追加することができます。 

ただし、自身と同じ権限を持つ教員として追加することはできません。自身と同じ

権限のロールで教員を追加したい場合は、大学コンソーシアム京都の教育事業部ま

でご連絡ください。 

 

Q. 教員がコースに学生として入るにはどうすればよいですか？ 

A. コースの右上にある「ロールを切り替える」で、学生と同じ環境で閲覧することが可

能になります。 

 

Q. 代数表記を行うにはどのように表記すればよいですか？ 

A. 代数表記については、第 4 章の「4.6.2 小テストの問題の種類」(P.130 )を参照く

ださい。 

 

Q. フォーラムに投稿したトピックを参加者の人たちに見てもらう方法はありますか？ 

A. 内容作成時に「このフォーラムの投稿をメール購読させる」を選択しておくと、参加

者全員にフォーラム内容がメール送信されます。 

 

 

トラブルについての質問 
 

Q. 前期のコースをリストアして後期のコースを作成したところ、後期のコースに前期

の学生の名前が出ました。どうすればよいですか？ 

A. リストアしたデータに、前期コースのユーザデータが含まれていた可能性があります。

リストアする際ユーザデータを含まないように設定し、リストアをし直してください。 

 

Q. アップロードしたファイル名が文字化けするのですが、どうすればよいですか？ 

A. ファイル名が日本語の場合、文字化けする可能性があります。ファイル名を英数字に

変更してアップロードを行ってください。 

 

Q. アップロードしたテキストファイルの中身が文字化けするのですが、どうすればよ

いですか？ 

A. テキストファイルを開いたページのエンコードが「Unicode(UTF-8)」になってい

る可能性があります。エンコードを「日本語(自動選択)」に変更してください。 
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Q. アップロードした SCORM コンテンツが閲覧できません。 

A. Adobe Flash Player がインストールされていないか、バージョンが古い可能性が

あります。インストールするか最新版にバージョンアップしてください。 

また、ログイン画面下に利用の際に必要なブラウザ環境なども提示していますので、

そちらもご確認ください。 

 

 

その他 

 

Q. しばらく学習をしていない学生に対しての対応は何かありますか？ 

A. 一定期間ログインがない場合は、メンターより履修促進メールを送ります。 

 

Q. ｅ京都ラーニングの利用を学生に説明したいのですが、学生用マニュアルはありま

すか？ 

A. 学生用の e 京都ラーニング利用マニュアルをご用意しています。 

 

Q. ｅ京都ラーニングに関する質問・要望・意見はどこにすればよいですか？ 

A. 大学コンソーシアム京都の教育事業部までご連絡ください。 

Email:ekoto-info@consortium.or.jp 

電話番号：075-353-9120 
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